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●概要
　本書は、「聖珠伝説パールシード」リプレイです。
　リプレイ制作は未熟のため、冗長な表記（発言編
集の甘さ）、誤記、変なレイアウトがあるかもしれ
ませんが、ご容赦ください。ご指摘いただければ、
改版・増刷時に反映したいと思います。

・「聖珠伝説パールシード」について

　1992 年にツクダホビーから発売されたＴＲＰＧ
で、伏見健二氏、わきあかつぐみ（現：藤浪智之）氏、
冒険企画局によりゲームデザインされました。
　キャラクターデータ・判定方法もシンプルなうえ
に、６×６エリアのダンジョンを舞台にしたシナリ
オが基本となっており、短時間で遊べるように編ま
れたＴＲＰＧです。

・『霊薬は千兵を越えよ』について

　似た名のシナリオ集「霊薬は千兵を越えて」が当
サークル（サークル〈オニオンワークス〉）から発
行されています。そのシナリオの 2010 年末版の第
１話、第３話、第４話を用いて、本リプレイは編ま
れました。

・本書について

　本書には、第１話が収録されています。
　第２話、第３話は『百薬は霊薬を越えた』に収録
されています。

・プレイヤー発言、キャラクター発言について

　各プレイヤーの発言のうち、「」内の発言が主に
キャラクターの発言です。〈〉内は判定チャートか
ら導き出された結果です。

●本編
○「パールシード」ってなんだっけ？
　都内ホテル地下。男たちが囲むテーブルには、ケーキがわんさ
か載った大皿、山盛りティーパック、コーヒー、お湯のポット、
そしてＩＣレコーダーとキャラクターシートがあった。

【露茶】：今日はパールシードはじめての方って何人く
らいいらっしゃいます？

【たいぺい】：えらくひっさびさです
【すな】：久々です。先週やったくらい
【露茶】：すなさんがＧＭやってたのは知ってます（先
週同じコンベンションに行ってた）

【ジャック】：露茶さんと同じくらい久しぶりでーす
【露茶】：たぶん、同じくらいだと思います。昨夏やっ
たときからやる機会なければ。

【ジャック】：そうそうあるもんじゃないですしね
【露茶】：先週、平塚というところのコンベンション
で立ったらしいですよ（その場にいた）

【ジャック】：へぇーすごいな。いったい、どこの物
好きが出したんだろ（棒台詞調）

【露茶】：『ほっぷ・こん』（毎月第一日曜・ＪＲ横浜
駅近くで主催中！）では絶版ゲームも遊べます！

　とそこに、新たなケーキ皿到着。男５人にかかれば、てんこ盛
りのケーキなんてあっという間だ。
　このケーキ食べ放題カラオケ屋さんは、花○マーケットとかい
うテレビ番組でも紹介されたことがあるらしいぞ。なお、2011
年３月で食べ放題は終わりました。

【露茶】：何より、僕が遊びたかったから嬉しいです
【Rion】：次の皿いきます？
【たいぺい】：このままだとケーキ食べ放題で終わるな
【ジャック】：わかった！　次のオーダーはキャラク
ターできてからだ！
一同：それだっ！

　それからケーキ取り分けに励む一同。

【すな】：えーと、パールシードはケーキによくあう
ＲＰＧです
一同（笑）

【すな】：電話で遊べるほどシンプルなＲＰＧにデザ
インされてますからね。ケーキ食べながらでも大丈
夫です。

【ジャック】：たしかに電話でもいけるレベルだし
【すな→ＧＭ】：こんな感じのファンタジーなＲＰＧ
です

　表紙ボックスアートを見せる。

【ＧＭ】：デーモンさんに、ドラゴンさんです。デー
モン族とドラゴン族が戦ってる間で人間族が細々こ
そこそ生き延びるというファンタジー観の世界です。
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【Rion】：絵が 80 年代ですね
【ＧＭ】：女神転生などのかねこしんやさんのデビュー
作ですよ（←間違い、女神転生は違う金子さん。平
仮名のかねこさんは『カルドセプト セカンド』など
のイラスト、漫画家さん）

【たいぺい】：80 年代……、もしかしたら 90 年代入っ
ていたかも

【ＧＭ】：ソード・ワールド文庫版より後だよ（ソード・
ワールドが 1989 年、パールシードが 1992 年です）

【たいぺい】：じゃぁ、90 年代
【ＧＭ】：前世紀、ＴＲＰＧバブルの前。
　で、キャラクター作成はとっても単純で、名前を
決めたり、

【ジャック】：クラスを選んで
【ＧＭ】：性別も選んで
【露茶】：年齢を決めれば完成ですね。
【ＧＭ】：さて、クラスってのがいくつかあります。
基本のクラスが４つ。あと、同人で加わった２種
類（テーブルに各クラスの説明ペーパーを並べなが
ら）。

　戦士：前に出て武器で戦う人たち。
　僧侶：神様の力で回復する人です。
　魔法使い：嫌な魔法をとばしてＧＭをいじめる人です。
　盗賊：ダンジョン探索のエキスパートを目指しつつ、トリッ
　　キーに戦う人です

　追加クラスが２つですね。

　レンジャー：盗賊を野外活動に置き換えた感じでトリッ
　　キーです。
　吟遊詩人：一部の僧侶とメイジ魔法と似た効果の歌魔法が
　　使えます。

　……まっ、こんな感じ。がんばってクラス選んで
ください

　ケーキを食べながら、ＰＬさんの選択をのんびり見学するＧＭ。
プレイ本番時はケーキを食べてる暇がないので、ここぞとばかり
に……。

【ＧＭ】：クラスを選んで性格選べば、キャラクター
はだいたい完成です

【たいぺい】：リプレイにするんですよね？
【ＧＭ】：そんな野望がありました（やや疲れ気味）。
面白く楽しめばきっとなんとかなるよ。

【たいぺい】：いや、リプレイにするんだったら、一
応、基本に載ってるクラスだけでちょうど４人だし、
ちょうどいいんじゃないのかなあっと
一同：（感心の嘆息）

【ＧＭ】：さて、クラスごとに戦闘マトリクス表って
のがありまして（ペーパー配布）

【Rion】：ちょろっと見ましたね
【ＧＭ】：たとえば、僧侶さんだったら２Ｄ６を振って

【Rion】：出目にプラスレベル？
【ＧＭ】：いえ、出目だけです。〈３：武器を振ったが
当たりません〉みたいな結果を得ることができます
　まぁ、一般行動や魔法の時はまた別の表を見ても
らいます。戦闘判定は基本的に出目だけですね

　それからレコーダーの配置を調整しつつ、ケーキにお茶。

【露茶】：では、クラスを決めましょうか
【ＧＭ】：シャッフル、シャッフル～（クラスごとの
説明ペーパーをシャッフル）
【露茶】：見えてるんですけど
【たいぺい】：ランダム引き？
【ＧＭ】：じゃ、よろしく。私はケーキの相手をしな
いと（ＧＭは説明やらシート配布でなかなか食べら
れない）
【露茶】：よろしく、いわれた！？
【たいぺい】：はーい、まず、では、パールシードやっ
たことない人？
【Rion】：はーい
【たいぺい】：なにやりたい？
【ジャック】：えー、じゃぁ、リーダーよろしく
【たいぺい】：でも、一番やることないやつをリーダー
にしないと。戦闘が始まると戦士はいっぱいやるこ
とあるんで。あの、小説とかだとよくあるんだけど
戦士が主人公でパーティになってるけど、あれプレイ
ヤー大変なんで。
【露茶】：なんか若手に無茶ぶりする先輩みたいに
なってますけど
一同：（笑）
【ＧＭ】：盗賊トリッキーで楽しいですよ、こんな感
じで猫騙しして（手を打って実演？）
【露茶】：まぁ、なにやりたいって、イメージ通りの
ものなんで、これ……盗賊以外は
【ＧＭ】：盗賊もイメージ通りだよ、うん（素知らぬ顔）
【Rion】：あっ、笑ってる……
【たいぺい】：イメージで、イメージ

　ＧＭはパールシード初プレイで盗賊をやって、なんだか無力感
というか、どっちつかず感をさんざん味わったとか……。

【ＧＭ】：鍵開け判定とか＋１くらいちゃんと修正あ
げるし……

【たいぺい】：クレリックやって『うーん、ここかな、
間違えたかな』でもいいし（笑）
【Rion】：うーん
【ジャック】：とーりあえず、性格から決めるか。ク
ラスが決まんないから性格から選ぼう
【たいぺい】：おまえ、その性格だとどうみても野盗
にしかなれないよね、とか。ころころ、〈いじきたな
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い〉……（笑）
【露茶】：やばい、早くも！
【Rion】：いじきたない……
【ジャック】：えーと、６・２は、ふむふむ
【たいぺい】：とりあえずレベルは１ですよね
【ＧＭ】：そうそう、あと、年齢は１３歳だとなんと
なく幸せな気分になれます。

【露茶】：あと性格一つですって、話しかけるから出
目忘れちゃったじゃないですか（笑）

【ＧＭ】：いかに性格が変わっていくかをみるのが楽
しいゲーム～♪（レベルが上がるごとに性格が変わ
る可能性があります）

【露茶】：まあまあ、そこが楽しいゲームですよね
【たいぺい】：こういう感じの、性格の設定されるゲー
ムで性格通りロールプレイするやつ見たことない
一同（苦笑）

【ジャック】：えーと、キャラクターのレベルを決める。
　クラスを決めたらＧＭがシナリオのレベルを発表
します。
　それにあわせてプレイヤーはクラスごとのコン
バットマトリクス（戦闘マトリクス表）とＨＰ（ヒッ
トポイント）をキャラクターシートに書き写します

（ルールブック読み上げ）
【露茶】：Rion さん、まぁ、マトリクスは気にしなく
ていいですよ。渡されたペーパーにありますから

【ジャック】：シナリオレベルは……１レベルですか。
では、それにあわせてコンバットマトリクスとＨＰ
を……

【たいぺい】：だから、クラスを決めないと
【露茶】：順番も関係あったんだ
【Rion】：じゃ、魔法使い
【ＧＭ】：はい、これが魔法です。最初から全部いき
なり使えます。使おうとすることはできます……使
えればなぁ、って感じです（魔法リストの載ったペー
パーを渡す）

【露茶】：なんか、性格的には戦士っぽいんだけどなぁ
【たいぺい】：俺、なんだか〈いじきたな〉くて〈一
匹狼肌〉だけど〈思慮深い〉
【露茶】：なんか盗賊っぽいですね
【ジャック】：だね、〈思慮深く〉〈ギャンブル好き〉だ
けど〈臆病〉

【露茶】：なんか肝心なときに……
【たいぺい】：そんなファイターはどうだ？
【露茶】：〈熱血〉、〈理屈っぽい〉けど〈世間知らず〉
だそうです

【ジャック】：またファイターか、って感じだしなぁ
（去年やったときもファイター）
【露茶】：ファイタりますか？

【たいぺい】：俺がファイターやってもいいけど、や
りたいのとっていいっすよ

【露茶】：それじゃ、この前はファイターやってなかっ
たので、やってみよう

　昨年やったときは、ジャックさん：戦士、露茶さん：僧侶の
２人パーティだったのです。

【ジャック】：俺は僧侶か盗賊になるんだな。これ
を２人で分け合うんだな。どっちにしようかなぁ、
ちょっとマトリクス見せてくださいな

【たいぺい】：決めてからじゃないと見せられない
なぁ（笑）

【ＧＭ】：そういうゲームもありだね（でも見せてる）
【露茶】：決めちゃったので見ます。戦士、戦士
【Rion】：クラスは魔法使いと
【ジャック】：盗賊にしようかな。臆病な盗賊
【たいぺい】：だったら、僧侶で。
【Rion】：名前欄にクラス名書いてた（苦笑）
【ジャック】：そういうのもありだね
【ＧＭ】：僧侶という名前の戦士
【露茶】：この前、自分は『アリアンロッド』で『メ
イジのチョコレートですよ』って。『森永でもいい
よね』っていわれたけど『それ職業わからなくなる
からダメだよ。メイジはクラスのことだから変える
んならチョコレートのほうだから』って。クラス：
森永ってなんだよ？

【Rion】：森永さんを使役する……森永使い？
【ＧＭ】：（経済学と収集癖の森永卓郎さんっぽくな
るのかと思ってた）

【たいぺい】：数々の森永を……
【Rion】：レベルが１？
【露茶】：標準装備は書いておこう

　クラスごとに標準的なアイテムは最初から持っています。た
とえば、吟遊詩人なら次の通り。
　吟遊詩人の標準装備：楽器、詩集、フレイルかショート・ソー
ド（盗賊用剣同等）、ローブ、派手な礼服、ランタン、マッチ筆
記用具、水筒。

【露茶】：パールシードって何歳スタートでしたっけ？
【ＧＭ】：別に決まってないよ、特に。ルールブック
所収のキャンペーンシナリオだと 13 歳スタートと
決まってるだけで
　第一話は成人の儀式に出かけます。13 歳の人は
成人の儀式に参加で、他の方は付き添いです

【ジャック】：あれ？　今回もそうなんだ

　ルールブック所収のキャンペーンシナリオも13歳のＰＣの
成人の儀式からスタートします。パールシードの世界観をお伝
えするリプレイ記事としては、13歳の旅立ちから始めるのがベ
ターなのかなと。

【ＧＭ】：あれが伝統なんだろうなぁって
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【露茶】：伝統の儀式？！　〈世間知らず〉だから 13
歳にしよ

【たいぺい】：バンジージャンプがはじまる……、あ
の、その儀式って僧侶がてきとうに取り仕切っても
いいんですよね？

【ＧＭ】：さぁ、村の司祭がねぇ
【たいぺい】：村でしょ？　村だったら１レベルでも
魔法使えれば赴任してるって

【ＧＭ】：っと、今回は街スタートですね
【ジャック】：〈ギャンブル好き〉だから 13 歳にしよ
【露茶】：この前のとき（昨年のセッション）は、13
歳の儀式はお腹が痛いってことにして 14 歳にした
ら、いい加減にしろって突っ込まれたなぁ
一同：笑

【Rion】：みんな 13 歳？
【露茶】：もうちょっと歳いってもいいや
【Rion】：性格的に儀式じゃないと行く理由ないかな
【露茶】：じゃ、15 ＋１Ｄ６くらいにするか……20
歳になった

【たいぺい】：そうね、13 歳で〈意地汚い〉のもどうね
【ジャック】：育ちによるんじゃね？
【露茶】：初期キャラクターだからもうちょっと若く
ていいか

【たいぺい】：僧侶になるような育ちをしていて〈意
地汚い〉のか？
【ジャック】：そういう教えとしか思えないなぁ
【露茶】：東南アジアみたいな感じで貰い物をして生
きていかないといけないとか

【たいぺい】：じゃぁ、それじゃ、14 歳にして去年やっ
ていて、13 歳でやる奴らを「あー」って目で見る
のもいいな

【Rion】：今のうちに恩を売っておくとかね
【露茶】：つきそいで
【ジャック】：でもさぁ、こんなふうに話していて
13 歳一人もいなくなったらどうすんだよ？
一同：笑

【ＧＭ】：（シナリオを）書き換えます、インタラプ
トで

【ジャック】：じゃ、誰か一人 13 歳にして、それに
あわせてみんな（笑）

【露茶】：初期キャラクターそんな年配でも変だし
【たいぺい】：じゃ、12 ＋１Ｄ６かな……あっ、14
になった

【ジャック】：17
【たいぺい】：なんか、１人しか 13 歳いないんだけど
【Rion】：えっ？
【ジャック】：主人公だあ
【露茶】：リーダーだあ

【Rion】：えーと、性格が〈クール〉で〈現実主義者〉
だけど〈格好つけ〉

　ＰＣリストを記入してもらうため、ペーパーまわす。

【たいぺい】：名前どうしようかな
【ＧＭ】：名前と性別と年齢と性格……、書いてくだ
さい
【露茶】：名前決まってないよ、まだ
【ジャック】：いいや、やっぱり 13 に戻す
【露茶】：若返った
【たいぺい】：名前どうしようかなぁ
【ＧＭ】：チーズ・ケーキ
【露茶】：タマネギ・スナガとか（そりゃ、ＧＭの芸
名や）
【Rion】：なんかアール・グレイ伯爵
【たいぺい】：伯爵だっけ？
【露茶】：パールシードはふつうのファンタジーでし
たっけ？
【ＧＭ】：ま、だいたい。別に東方的な名前でもかま
わんですな
【ジャック】：まだ名前決めてない
【ＧＭ】：さて、舞台はダンジョンでーす

　ダンジョンシート配布。基本的に各ＰＬごとに１シナリオにつ
き１枚ずつ配られます。ダンジョンのマッピング以外にもいろい
ろ書けるので、最近のＴＲＰＧでいうところのレコードシートに
相当しそうですが、冒険の思い出帖といった狙いのほうが強いで
す。

【ジャック】：お約束だけど、戦災孤児の一見男の子
な女の子かな
【ＧＭ】：30 年前にデーモン戦争という戦争があり
まして、戦災孤児って設定はできますね
【たいぺい】：でもそれだと見た目は 13 歳だけど
……いくつ？（笑）
【露茶】：まぁ、いいんじゃないでしょうか
【ジャック】：大丈夫。ほかにも戦争があったに違い
ないんだ
一同：ほぉ～
【ジャック】：村同士の諍いとか
【露茶】：たいへんだ、隣の村が槍騎兵団を創設した
らしいぞって、村すごいな
【たいぺい】：それさあ、要するに村の若者たちが竹
槍を作っただけじゃないのかな（笑）
【露茶】：っと、ＨＰ書いてなかった
【Rion】：魔法使って死ぬのはありですか

　この聖珠伝説パールシードでは、ＨＰを消費して魔法を使いま
す。ルールによれば、０になるような使い方はできません（一部
魔法除く）。

【Rion】：それで、最後のＨＰを使って治癒魔法を自
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分にって
【露茶】：このゲーム、回復魔法、けっこう赤字にな
るんで気をつけてくださいね。効果表見るとわかる
んですけど、序盤はけっこう赤字ですから。序盤は
ダメージの移し替えって感じのほうが――『エンド
ブレイカー！』みたいに

『エンドブレイカー！ＲＰＧ』基本ルールはワンコイン500円で
好評発売中ですよ！

【Rion】：でも、計算してみるととんとんくらいですよ
【ＧＭ】：騙されはじめてる？
【Rion】：５以上出ればもっと回復しますよ（魔法の
判定はサイコロ１個です）

【たいぺい】：なんかあれだね、モンハンでモンスター
の横に行って回復役飲んだらそのあとでまた殴られ
ちゃう感じ。あれ？　ちょこっと回復したかな

【ＧＭ】：〈故意にＨＰが０になるような使い方はできま
せん〉って書いてありますね。僧侶の［最後の奇跡］
以外は

【ジャック】：［最後の奇跡］は、残ったＨＰすべて！
【Rion】：それはできないって書いてあったらすごい
矛盾が発生しちゃうね（笑）

【たいぺい】：それ、ＨＰ全て使って２ゾロを振った
ら〈あなたはまだ死んではいけません願いは叶わず、

あなたはＨＰ１の状態で生き残ってしまう〉だね。こ
れ、ＨＰ残り１のときっていうか、一か八かで使う
から、これが出たら終わるよね（苦笑）

【ＧＭ】：フレーバー、ですね。っと、これでだいた
いキャラクターはできてきた気になってきましたね。

【ＧＭ】：では第一話は『鼠退治』というタイトルに
なってます

【Rion】：シナリオネーム：鼠……
【ジャック】：子僧（笑）
【ＧＭ】：『伝承１：鼠退治』。三話構成のキャンペー
ンになってます。レベルは１です

【たいぺい】：ダンジョンシートって一人ずつ書いて
かなきゃいけないんだっけ？

【ＧＭ】：基本はそうですね
【露茶】：みんな責任もって書けって
【ＧＭ】：めんどくさければいいですよ

　ＰＣ名もようやく決まりはじめ、ＰＣリストに書きはじめる一
行。

●マップ内の各マスの呼称について

　東西南北に関係なく、各マス内は右の

呼称名によって、呼ばれている。
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■伝承１：鼠退治■
●ここはどこ？

【ＧＭ】：タルタニアって世界でございます。スター
トはこのホープ。三十年前のデーモン戦争の英雄ガ
イっていう戦士さんが領主をやってる一万人くらい
の都市ですね

【たいぺい】：ホープ・レス？
【ＧＭ】：いえ、あります。
　で、その都市の端っこのほうの集落があなたがた
のスタート地点です
　雪が溶け、そろそろ草花も芽吹いてくる頃に春祭
りがございます。
　例年待ち遠しい春祭りですが、今年は特に待ち遠
しかったです。今年は 13 歳ＰＣの成人の儀式だか
らです
　だが、祭を前にちょっと嫌な噂を耳にします。ここ
数ヶ月前から儀式を行う裏山の洞窟にネズミさんが出
没するそうです。その洞窟にある女神様の祭壇に参詣
することが儀式の肝だっちゅうのに嫌な話です。
　さらに、狩人のフェレンさんがいうには、裏山の
木々の荒れ方から見て、めっちゃでかいネズミ――
３レベルくらいも混ざっているようです。
　君たちは祭当日、巨大ネズミの護衛ということで
同行を許された 13 歳以外のＰＣといっしょに、洞
窟へ向かうのでした

【露茶】：巨大ネズミを守る護衛はしないなぁ（笑）
【ＧＭ】：巨大ネズミ対策の護衛として……同行許さ
れて洞窟へ向かうという話でございます。
　で、（ダンジョン・洞窟の）スタート地点に向か
う前に、領主ガイさんのネーラレインっていう、まぁ、
そこそこな男が（苦笑）

【ジャック】：そこそこな男（苦笑）
【たいぺい】：どんなだよ？（苦笑）
【ＧＭ】：中間管理職っぽい白髪交じりの三十代後半
が you たちの装備を点検後、一人当たり薬草３回分
ずつ手渡ししてくれます

【Rion】：薬物？
【ＧＭ】：これをチューって手首に打つ（嘘）とＨＰ
がサイコロ１個分回復します

【露茶】：Ｄ６？　わかりました
【たいぺい】：えー、あのー、その焚いて鼻からすーっ
と吸うんじゃないの？　あと葉っぱだから（葉巻風
に）巻いて吸うとか？

【露茶】：食べるモノではないとか？
【ジャック】：回復した気になる？
【ＧＭ】：儀式を受けるデスロックさんとネームレス
さんにですね

【ジャック】：まだ名前決まってないだけですって

【ＧＭ】：名前が刻まれた小石を渡してくれます
【ジャック】：ん？　ラズロックって書いてあるよ
【たいぺい】：デスロックじゃないじゃん！
【Rion】：デスロックいないと思ったら違うじゃねえ
すか（笑）
【ＧＭ】：失礼いたしました
【たいぺい】：あー、それも兼ねて、キャラクター紹
介とプレイヤー紹介やってきましょうや
【Rion】：そうですね

●名乗り
【ＧＭ】：じゃぁ、今日の冒険者紹介フェイズとなり
ます。番号順～
【ジャック】：番号ついてないぞ
【露茶】：ついておりませんが
【ジャック】：じゃ、ＰＬの年齢順
【たいぺい】：それは高い方？　低いほう？
【露茶】：降順ですか。高い方からじゃないですか
【ジャック】：高い方？　誰だろう……昭和 50 年８月
【たいぺい】：昭和 49 年……
　えーと、ＰＬのハンドルネームはたいぺいです。
キャラクター名はラスト・プーチン、僧侶、14 歳、
オス（下イラスト）
【露茶】：14 歳？　40 歳くらいのイメージが
【たいぺい→プーチン】：去年、成人の儀式をやって
これでもうやんなくていいなぁ、と思ったら、僧侶
なんで今年お手伝いさせていただきまーす。はい、
司祭から『お前侍祭になったんだから正式に手伝
え』って言われて。
　ちなみに〈意地汚い〉けど〈一匹狼肌〉で実は〈思
慮深い〉らしいぞ
【ＧＭ】：よろしくお願いします。
　って、次は昭和 50 年６月生まれだから次は私か？

【ジャック】：プレイヤー 50 年８月生まれです。
ハンドルネームは……定期的に変えているので、
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ジャック（仮）ということで。キャラクターのほう
は……まだ

【たいぺい】：もうネームレスでいいじゃん
【ジャック】：ルクレチアでいいや（上イラスト）。
　クラス盗賊 13 歳。えーと女。〈思慮深〉くて〈ギャ
ンブル好き〉だけど〈臆病〉。ギャンブルやりたい、
でも負けるのは怖い

【プーチン】：まぁ……〈臆病〉か
【ジャック→ルクレチア】：なわけで、たぶん戦災孤
児。きっとどこかで戦争やってたんですねー、ドラ
ゴン同士の戦争とかさ

【ＧＭ】：東北からデーモン族が、北西からドラゴン
族が攻め込んできてますね

【ルクレチア】：父親がドラゴンで母親がデーモンな
んです（笑）

【ＧＭ】：却下
【たいぺい】：はいはい、ワロスワロス
【ルクレチア】：以上
一同：お願いします

【ルクレチア】：お願いしまーす（裏声）
【プーチン】：キモイから
【ルクレチア】：お願いするのにゃ
【プーチン】：縊り殺していい？（笑）

【ＧＭ】：どうぞどうぞ。次はどっち？
【露茶】：59 年
【Rion】：64、じゃなかった 62 年

【露茶】：いま、10 年くらい空きましたね（笑）。
　中身はロシアの露に、お茶と書いて露茶（ロシア
ンティ）という名前です。だいたい露茶（ろちゃ）
とか呼ばれます。
　キャラクターはマリーカです（右上イラスト）

【Rion】：まりんか？
【ジャック】：男性？

【露茶】：女性で 16 歳です。やべぇ、けっこう年上
の気配がする

【Rion】：おねえさんキャラ
【露茶→マリーカ】：今回はそんなわけで頼まれたん
ですが、どうしてそうなった……。ええと、ガイさ
ん、英雄がいたそうですね。そんなとこだったので、
尚武の雰囲気に満ちた街ということで剣道場なんて
あると思うんですよ。そんな感じの家でやってたん
ですが、あの兄貴、道場主の子供で長男がいたんで
すが、そいつをボコボコにしてしまいまして

『お前ちょっとさ、小娘が跡取り息子ボコボコにし
ちゃうようじゃ困るんだよ、外聞上。だからここか
らしばらくいなくなれよ』
　っていわれて、そのあと、この護衛話を頼まれま
した

【プーチン】：むしろ長男がんばれよ
【マリーカ】：世間体はそんな感じです。あちらもが
んばってはいるみたいです。で、性格は〈熱血〉で〈理
屈っぽ〉くて〈世間知らず〉です。……迷惑だな
【プーチン】：ほんとだね（笑）
【マリーカ】：だから道場の訓練でも手加減しなかっ
たんですね。「なぜって、兄上に私が勝つのは私が
強いからでしょう」とか言い出しちゃうわけで。

【プーチン】：「これだから世間知らずなガキは」
【マリーカ】：「おとなしく偉いところへ嫁に行くん
だよっ」とかいわれたんで家を出ました。というわ
けで、今は大ネズミの護衛です。

【Rion】：えっ？
【マリーカ】：っと、大ネズミ「退治」の護衛です（笑）。
では、よろしくお願いします。

【ＧＭ】：では、リーダー。
【Rion】：はい、リーダー、中の人は……。
【ＧＭ】：おっ、リーダーなんだ。
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【プーチン】：じゃ、リーダー決まりと（笑）
【Rion →ラズロック】：ハンドルネームが Rion で、
かぶっているのがラズロック、魔法使い、13 歳の
オスです。

【ＧＭ】：男女が２人２人、おおっー。
【マリーカ】：たぶん、そういう調整が入ったんだと
思います

【マリーカ】：あれ、私は何をすれば？
【ＧＭ】：「でも、ダメだと思ったら無理せず帰って
きてください」

「もともと自然の洞窟の一角に祭壇を設けただけで
す。年に１回のこの儀式のほかにあんまり人が立ち
入らない場所です。だけどネズミが住み着いちゃっ
た。ほかにネズミ以外が住み着いちゃったかもしれ
ないんで気をつけてね」と。鼠が住み着いたんじゃ
ないかという噂ですが、誰も確認しにいってません。
【マリーカ】：きっと領主様がネズミが居着いた、と
かいってるわけですね。
【ＧＭ】：（プーチンに）去年覗いたときはあやしい
やつは特にいませんでしたね。
【プーチン】：まず、今、儀式をやってる最中でいい
んですか？
【ＧＭ】：これから入るところ
【プーチン】：儀式やる前に掃除しろとかじゃないん
ですね？
【ＧＭ】：そういうことか……、儀式のついでですね
【マリーカ】：儀式がメイン
【プーチン】：そこにネズミがいるかもしれないから
【ラズロック】：なんとかすると。
【ＧＭ】：そうだなぁ。では、16 歳の猛者マリーカ
さんに向かって「ネズミがいるらしいから退治して
くれると狩人が喜ぶかもねぇ」みたいな視線を送っ
ておきます。野山を暴れるネズミに狩人さんが倒さ
れちゃったくらいなので。
【マリーカ】：「それくらいならできるかもね」

【ＧＭ】：スタート地点はＦ３になります。ダンジョ
ンは左上起点で、横に１２３４５６、縦にＡＢＣＤ
ＥＦとなってます。（マップが次の頁にあります）
【マリーカ】：あっ、ダンジョンに入ってる。
【ＧＭ】：ＰＣが２人並んで戦えるくらいの広さです
ね、で、道は、左壁と右壁があって奥に繋がってます。
地面とか壁とかは自然窟って感じで土がぼさぼさし
ています。岩って感じより土って感じの洞窟ですね。
この上に高速道路を敷いたらべちゃっと潰れちゃい
そうな感じの洞窟です。

【マリーカ】：さて、じゃ、２人いるのかな、儀式の
主役。
【ＧＭ】：隊列～、ファジー？　しっかり決める？
【プーチン】：ファジーにすると魔法使いが前にいて
ネズミが出てきてとんでもないことになる
【ルクレチア】：で、隊列をしっかり決めて魔法使い
を後ろにすると後ろから。
【プーチン】：だから真ん中に置かないといけない。

【ラズロック】：性格が〈クール〉で〈現実主義〉だ
けど〈格好つけ〉。厨二病ですね。

「わざわざこんな儀式やらなくてもいいのに」とか
いいながら、実は内心ちょっと喜んでいる、と（笑）。

「俺の時代来たか」みたいな。
【ＧＭ】：きますよ（ぼそっと）
【マリーカ】：というとこで第一部終了ですね（笑）

【ＧＭ】：えーと、三十代後半のネーラレインさんです。
【マリーカ】：さっきの。
【ＧＭ】：中間管理職として日夜胃が痛いそうです。
でも、馬に乗って騎士の真似事して最終話に出てく
るかもしれない。ぱからんぱからん。

【ルクレチア】：落馬、死亡（笑）

●洞窟侵入
【ＧＭ】：で、「洞窟はまっすぐ行けば祭壇の入口に
到着します」とネーラレインは勝手に解説していま
す。祭壇の上にこの石を置いてきてくれれば儀式は
終了です。もちろん誰も監視して――って、今回は
監視者いるんだなぁ。プーチンさんが監督者として
同行するんで。

「でも、ま、ごまかしはしないようにね、よろしく」
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【ラズロック】：リンケージ？
【マリーカ】：そんな概念みたいなもんですね
【ルクレチア】：火力でっかいのは真ん中置かないとね
【プーチン】：ちなみに、みんなＨＰは？　……15
【ルクレチア】：15
【マリーカ】：20
【ラズロック】：10
【マリーカ】：10 の人真ん中ですね、多分。
【プーチン】：そうね、真ん中でー。あのぅ、この洞
窟にいきなり罠があったら「おいっ！」って感じだ
よね

【ＧＭ】：去年はなかったですね
【マリーカ】：made in Hope とか書いてあるわけで
すね。というわけで、私は前と。

【プーチン】：前二人、真ん中、後ろ一人かな。
【ＧＭ】：このゲームは僧侶も殴れますね
【ルクレチア】：古いゲーム（笑）
【プーチン】：でも、俺、見届け人だから後ろにいな
いと見れない。

【マリーカ】：あっ、そっか。
【ルクレチア】：「女二人が先頭ですってよー」
【プーチン】：レディファーストですよ

【ルクレチア】：たぶん、いつでも持ってるんだぜ。
標準装備

【ＧＭ】：シナリオが終われば回復しますね。
【ルクレチア】：むしろランタンが壊れる過去を演出。
【マリーカ】：じゃ、ランタンが壊れた過去があるの
で松明を持ってきたということで。

【ＧＭ】：では「進む／退く／上を見る」などの行動
が可能です。「先を見に行く」なんてのもありです
かね。

【マリーカ】：進むじゃないかな。オブジェクトもな
いしなぁ。

【プーチン】：じゃあ、早速進もう
【ＧＭ】：ではＥ３へ。

●分かれ道
【ＧＭ】：Ｅ３は、奥と右に道が分かれております。
でもって、右から水の流れる音が聞こえてきます。
しゃ～、ぴちょぴちょ。

【プーチン】：ひゃっはー、水だっ！
【マリーカ】：それ、流れる音じゃないですよね（笑）

【ＧＭ】：ふむ、２／１／１と。
【プーチン】：そして、レディファース
トは、女を盾に使うためにうまれたもの。
【マリーカ】：「それが向き不向きだ
というのなら仕方ないのかもしれま
せんね」くっくっく。相手も攻撃し
にくくなるかもしれませんね、相手
が人間だったらね。

【ＧＭ】：では隊列が決まりました。
おめでとうございまーす。

【マリーカ】：というわけで真ん中に
柔らかいのがいます

【ラズロック】：柔らかいの！？
【ＧＭ】：灯りはテキトウでいいよ。
【マリーカ】：ではランタン持ってま
す。松明のほうがよさそうだけれど、

（標準装備で）ランタン持ってるの
で。そちらが持ったほうがいいかも
しれませんけど。

【ＧＭ】：初期装備（標準装備）にみ
んなだいたい灯りは入ってますね～。
【ルクレチア】：では、マッチとラン
タンを持っているので。

【マリーカ】：うーん、松明は持ってないのか。

　ランタンだと割れて使えなくなるけれど、松明だと壊
れにくいと警戒しているようです。
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【ＧＭ】：じゃ、水のほうに行く？
【マリーカ】：隣と後ろに「別に私は行く先は決めな
いから」といっておく。

【プーチン】：あれ？　祭壇は真っ直ぐ奥なんですよね？
【ルクレチア】：そう言ってた。じゃ、二手に分かれ
ましょう（笑）

【ラズロック】：下策すぎる（笑）
【プーチン】：じゃそういうことなら「祭壇、奥」と
指さそう（笑）。気怠そうにいう。

【マリーカ】：「さっさと儀式すませろや」って？（笑）
【ルクレチア】：じゃ、とっとと進ませましょう。リー
ダー、それでＯＫ？

【ラズロック】：いいんじゃないでしょうか。個人的
には右の穴がどうなってるのかみたいんですけどね

【ルクレチア】：そうなると、リーダーと気怠そうな
人との戦いになる

【マリーカ】：リーダーの「寄り道したい」と「さっ
さと行け」

【プーチン】：ちなみに俺は去年まっすぐ行ってさっ
さと終わらせて帰ってきたんで知りません（笑）

【マリーカ】：去年は横穴あったのかな？
【プーチン】：まっすぐ行って帰ってきただけだよ
【マリーカ】：あったとしても視界の外だったか認識
してなかったと（笑）。視界の幅は前方 15°くらい。

【プーチン】：そうそう。あのー、さっさと終わらせ
たいじゃん。

【ルクレチア】：前のほうは前のほうで女二人で「どっ
ちでもいいから早く決めてほしいよねー」（笑）

【マリーカ】：「あなたは他人事じゃないでしょう」（ル
クレチアは 13 歳で儀式の当事者）

【ルクレチア】：「バックアタックされたらどうすん
のよ」

【マリーカ】：あーそうか、〈臆病〉だし。早くも側面
攻撃を警戒している〈臆病〉。

【ルクレチア】：〈臆病〉者としては……早く帰りましょ
う（笑）

【マリーカ】：（笑）分かれてる。
【ＧＭ】：じゃぁ、二手に分かれるってことで。
【ラズロック】：あれ？
【マリーカ】：パーティ分裂しちゃったぞー。
【ＧＭ】：疑心組はまっすぐ行くと。
【プーチン】：そうすると、俺が三つ目に分かれて、
【マリーカ】：プーチンさんはここで待ってる？
【プーチン】：で、「全員バラバラで帰ってきませんで
した」と報告。「ううぅ、奴らは……」って。で、帰っ
てきたら「おぉ、生きて帰ってきたか、よかったよ
かった」っていう役。

【ルクレチア】：じゃ、それでいいか。

【ラズロック】：それは却下して……、うーん、穴が
どうなってるかだけはみたいなぁ。行かなくても。
途中で崩れているとかだといいんだけどなぁ。
【ＧＭ】：灯りがあるからぼちぼち見えるか。では、
一般行為判定の練習がてら……、汎用行動マトリク
ス表を振ってみるかな。ま、７が出るといい感じ。レ
ベルにサイコロ１個の出目を足すと判定ができます。
　灯りを点けてる人は＋１の修正を欲しければあげ
る。いらなきゃいいや。
【マリーカ】：欲しいですって
【プーチン】：ほしいほしいほしい
【ラズロック】：でやー。やった成功だ
【ルクレチア】：最低だ……〈大失敗で事態は悪化、や
らなければよかった〉
【ＧＭ】：えーと灯り持っているんですっけ？　
じゃぁば、ルクレチアさんのランタンの隙間に虫が
飛び込んできた。いい臭いがこんがりあがる。
【ルクレチア】：燃えたぁっ！？　「きゃー」、虫ごと
地面に叩きつけてランタン壊します
【マリーカ】：「うるさいわねぇ」
【ルクレチア】：「どうしましょ。壊しちゃった」
【プーチン】：後ろから、「帰ったらそれ、実費ね」（笑）
【マリーカ】：で、達成値８の人は何か見えたりしま
すか？
【ＧＭ】：しばらく先にちっちゃな川があるような感
じですね。川の流れっぽいのがみえますな。あとギョ
ロリって感じの眼ん玉が見えたような、見えなかっ
たような。
【マリーカ】：ギョロリ？
【ＧＭ】：気のせいだよ。
【プーチン】：それはＥ４の景色？
【ＧＭ】：Ｅ５のあたりかなー。
【プーチン】：そこまで見えたんだ、ふーん。
【マリーカ】：「何かいそうな気配がしたのは確かだ
けど。で、どうするの？」二人に訊きますよ。
【プーチン】：今いるのがＥ３で、道が真っ直ぐ続い
ている。
【マリーカ】：何か見えたのなら行ってみたいという
人がいる
【ルクレチア】：その行ってみたいのがリーダー。
【ラズロック】：リーダー的にはここは決を採るべき
かな（笑）。決めて統一するのがリーダーの役目な
んで……。
【ＧＭ】：議長？
【ラズロック】：そう。
【プーチン】：で、（パーティ構成人数は）偶数なの
で割れて決まらないと。
【マリーカ】：多数決はこの人数だと得策じゃないわ。
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【ラズロック】：リーダーが決めるので、それ以外の
人で採決と。

【マリーカ】：あっ、自分は放棄したっ。ここで「どっ
ちでもいいや」がいるとたいへんなことになる。

【ラズロック】：そうなるとリーダーとして「意見を
言って」と突っ込む。

【ルクレチア】：臨機応変？
【ラズロック】：〈現実主義者〉！
【ルクレチア】：えーと〈ギャンブル好き〉。ダイスで
決めましょう。

【プーチン】：それは〈思慮深い〉ので（？）「さっ
さと決めて終わらせよう」

【ルクレチア】：どっちでもいいからダイスで決めよ
う。じゃぁ、「わき道でいいんじゃなーい」ダイス
がそう言ってる（笑）。

【マリーカ】：「どっちでもいいからはやくしてよー」（睨）
【ルクレチア】：じゃ〈臆病〉だから「やっぱりこっ
ち」（笑）

【ラズロック】：睨まれると意見をすぐ変えると（笑）。
じゃぁ、後ろを警戒しつつ前進ということで。

●腰ほどの穴
【ＧＭ】：Ｄ３へようこそ。道は真っ直ぐつながって
まして……左壁にちょっと穴が♪

【ルクレチア】：ガンジーの館にようこそ（ゲームブッ
ク：ファイティングファンタジー『バルサスの要塞』
でしたっけ？）

【ＧＭ】：左壁に腰くらいの高さまでのちょっとした
穴が空いてます。膝をついて１列に並んでハイハイ
していけば入れそうです

【マリーカ】：危険すぎる
【プーチン】：提案がある。この辺に転がってる岩で
埋めようぜ。

【ＧＭ】：で、床には足跡がわらわらと。
【プーチン】：どんな？
【ＧＭ】：えーと、僧侶さんだから頭脳行動＋１で判
定どうぞ。

【プーチン】：出目６＋レベル１＋修正１で８。
【ＧＭ】：どうやらふつうのネズミの足跡のようだ。
最近のものですねー。

【プーチン】：まさに埋めようぜ（笑）
【ラズロック】：賛成ー
【ＧＭ】：そっか８が出たのか。では、ボーナスとし
て、おっきくて重い二足生物の足跡が見つけられま
す。Ｃ３につながってますなー。えーと、Ｅ３から。
うーん、何度も往復したような感じではあります。
そこそこ以前についた足跡ですね。最近ではない。

【マリーカ】：この穴塞いでみたほうが。塞いでしまっ
ても、後から行こうと思えば（どかして）行けるし。

【ＧＭ】：では、マリーカさんがそこでずーっと押さ
えてるということで。

【マリーカ】：えーっ？！（笑）
【ラズロック】：文字通り『壁』
【ＧＭ】：「私にかまわず行けっ」ってやつですな（笑）
【プーチン】：それはいいから、そこにあるでかい石
で塞いじゃいな

【マリーカ】：って、やってないから。
【ＧＭ】：サイコロ１個振って、１が出たら、塞げる
くらいのでかい石があります。

【マリーカ】：けっこう確率少ないな！
【プーチン】：まぁ、そんなもんだろ。ない。
【ＧＭ】：ふぅ、よかった
【マリーカ】：つまり、ほっといて、先に行くか。と
いうことになるかな、うん。

【ＧＭ】：先行っちゃうの、寂しいなぁ。
【マリーカ】：それを決めるのはあっち（リーダー）
だけどね

【プーチン】：まー、じゃ、とりあえずさぁ、ランタ
ンで照らしてみると？

【ＧＭ】：穴の先は狭くて光が届ききらないようで、
暗くてようわかりません。

【ラズロック】：光が届く範囲にはなにもない？
【ＧＭ】：はい、ネズミの足跡がつながっているくら
いですね。

【マリーカ】：「さっさと終わらせちゃったらどうか
しら」とか言い出すぞー。やばい、言ってること同
じだ。儀式さっさとやっちまえってこと。

【プーチン】：出てきたらぶち当たればいいんだろ？
【ＧＭ】：では、Ｄ２（小穴の奥）ということでよろ
しいですかな？

【マリーカ】：いや、ん？
【ラズロック】：今、違うとこに行かされるところだっ
た？　Ｃ３ですね

【ＧＭ】：気づいてもらえた……よかった、ふぅ。

●大扉
【ＧＭ】：ではＣ３と……資料はどこだっけなー。左
壁ございます。奥壁には両開きの大扉がございまし
て、右に道があります。で、大扉にはですなぁ、こー
んな感じの紋章が彫り込まれています（ルールブッ
ク背表紙の紋章を見せる。女神、デーモン族、ドラ
ゴン族が三すくみのように描かれている）

【ラズロック】：いかにも儀式調
【ＧＭ】：女神様に、ドラゴン族にデーモン族。彫り
込まれてますなぁ。

【プーチン】：で、すべての希望を捨てよ、とか。
【ＧＭ】：あと、奥壁は真っ白な大理石って感じの扉
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と壁。灯りもあるし、ところどころに焦げ目がつい
ているのが見えるけれど、ま、きっと気のせい。

【プーチン】：焦げ目？
【マリーカ】：去年はあったのかな
【ＧＭ】：16 歳のマリーカさんが来たときにはまだ
なかったですね

【マリーカ】：あれ？　来たことあるの？
【ＧＭ】：成人の儀をしてないなら来てないけれど。
道場は別の集落でもいいし。

【マリーカ】：してなくてもいいかなー。
【ＧＭ】：別の集落で儀式をやっていてもいいし。ま、
そのへんはどーじょー。

【プーチン】：では、はじめて来た奴らに向かって「な
に、この焦げてるの」（笑）

【ラズロック】：はじめて来る人に訊くんだ
【ＧＭ】：焦げ目について何か知りたければ頭脳行動
でどうぞ。修正０かな、っと、レベルによる修正は
入ります。

【プーチン】：〈２：これ以上ないほどの大失敗だ。事
態は良くなるどころかひどくなる一方だ〉
【ＧＭ】：（って、汎用表ですな。まぁ、大失敗なの
はどの表もいっしょですが）好きなことでっちあげ
ていいよ

【プーチン】：「まさか、これはドラゴン族のブレス
で！」（笑）

【ルクレチア】：〈判った！そう思ったが、物音に気を
取られて今思いついた事を忘れてしまう。なんてこと
だ！〉なんてことだ、今のドラゴン族のブレス発言
でええ？　なに言おうと思ったか忘れちゃったー。

【プーチン】：最悪だっ（笑）
【マリーカ】：「どうでもいいからさっさと開けちゃ
えば」（笑）このままだと開けちゃうよ

【ＧＭ】：達成値６が出せた人は、先程ネズミ穴辺り
で見た重そうな足跡がこの辺まで続いてきているの
に気づきます。この扉の前でいろいろアクションし
ていた感じで、足跡がぐちゃぐちゃになっています。

【ルクレチア】：でも、忘れたんだよね
【ＧＭ】：まぁ、足跡は気づいていいです
【ラズロック】：開けようとしてがんばっていたのかな
【プーチン】：でブレスを吐いたと
【マリーカ】：開かねぇ、ぼわっ。出力が足りねえ
【ラズロック】：これは普通に開けられる？　両開き
の扉ですよね？

【ＧＭ】：まぁ、両開きの扉です。プーチンさんは去
年扉に触ったら何か起きたことを思い出す。

【ラズロック】：何が起きたかはおぼえてないかも？（笑）
【プーチン】：うーん、あのー、洞窟を出たときにな
んか変なガシェットで目の前をちゃらちゃらってや

られたから（ＭＩＢのガシェット？）。それか、喋
ると全身に痛みが走るギアス（呪い）がかけられた
か、やだやだ。
【マリーカ】：全身に爪楊枝が刺さったような痛みが。
【ＧＭ】：ふつうに開ける？
【ラズロック】：まぁ、ふつうに……今までの行動的
には、とりあえず真っ直ぐ儀式はさっさと終わらせ
てという。
【ＧＭ】：ふむ。君が触ると真っ白な暖かい光が扉じゅ
うに浮かび上がりまして最後に扉が開いていきます。
【マリーカ】：ぴかどーん
【ＧＭ】：ぴかどんか……。えっと、で、Ｂ２という
行き止まりの空間につながってます。

●祭壇で相談
【ＧＭ】：って、Ｂ２は嘘だ。Ｂ３だ。
【マリーカ】：ディメンションジャンプしたっ。
【ＧＭ】：で、奥には女神の祭壇がありまして周囲の
壁には歴史が彫り込まれています。女神様の石像は
平和を祈るように手を組んでます。足元の祭壇には
たっくさん丸い小石が置かれてます。
【ラズロック】：その祭壇に石をぽーいっと。
【ＧＭ】：ぽいと置きました。
【ラズロック】：横道っぽいのが３つもあるのがなー。
【プーチン】：２人とも置いたよね。
【ルクレチア】：じゃ、私も置きます。
【プーチン】：「はい、儀式終了。帰るよー」
【マリーカ】：引率の人だから。「帰るよー」
【ラズロック】：ネズミはどうするんですか？
【プーチン】：いたら、だよ。
【ラズロック】：詳しくは調べないつもりだったんだ。
【マリーカ】：面倒なことは追加料金
【プーチン】：そうそう。というか、いたらやんなきゃ
いけないからついてきたけどぉ、いなかったら別に
いいんじゃないの？
【マリーカ】：わざわざ自分から火の粉をかぶりに行
くのもなんですし
【プーチン】：で、どうしても倒せっていわれたら、
また話は別だけど。倒せって言われた人ー？
【マリーカ】：まぁ、倒したほうがいい、とはいわれ
たけれどね。なんか村のために以下略みたいなこと
をあの人が言っていたかな
【ラズロック】：でもわざわざ巣穴っぽいところに潜り
こく危険を冒してまで、とは言われてないからなぁ。
【ＧＭ】：（寂しそうに）歴史の壁には歴史が書いて
あります。女神様は昔いたけれど、いなくなってか
らデーモン族とドラゴン族がどんぱちやって人間は
逃げまくったと。
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●帰途

【ＧＭ】：ではなにも起こらず、Ｄ３までようこそ。
【マリーカ】：つまり、Ｄ３で問題が起こるんだ（笑）
【ＧＭ】：巣穴のほうが賑やか……って巣穴じゃない。
一同：失笑

【ラズロック】：どう見たって巣穴ですよねー（笑）
【ＧＭ】：横の小穴ですね。
【マリーカ】：「ぼく、みっきー」って声が聞こえる
んですね（笑）「弁護士を雇わないとここは通さな
いぞ」（笑）

【ＧＭ】：穴からはこんな感じでネズミの群れがわら
わらと（イラスト参照）

【ラズロック】：そんな穴なんですね
【マリーカ】：というか、わんさかいるじゃないですか
【ＧＭ】：わんさか出てきてくれます。サイドアタッ
ク。隊列の真ん中辺りかなあ。
一同：笑

【プーチン】：というか、わんさかうるさかったら、
そっちに向かって警戒態勢を展開するでしょう。

【マリーカ】：いっくらなんでも。みっきー声だし。
【ＧＭ】：やっぱり？　そうだよね。
【ルクレチア】：じゃ、逃げる。

【マリーカ】：そろそろ〈熱血〉っぷりを示してみるか。
【ＧＭ】：人間たちはその戦いに巻き込まれないよう
に西の林に隠れて井戸水で渇きを癒した、みたいな
記述を見つけました。

【マリーカ】：「でも、ネズミも退治できないで成人
の儀式とは笑えるわね」（笑）

【プーチン】：「でも、俺の成人の儀式は退治しなかっ
たぜ」（笑）

【マリーカ】：「いなかったからでしょ」
【ＧＭ】：部屋の片隅にはフレイル（僧侶用武器）と
かが山積みになってます。

【マリーカ】：フレイルだけが山積み？
【ＧＭ】：そう、僧侶用武器だけが山積み。
【マリーカ】：山積みのフレイル。
【ラズロック】：えっ、どこ？
【ＧＭ】：部屋の右手前隅。
【プーチン】：どんどん進行していってリーダー .bat
みたい。ふつうのフレイルっすよね？

【ＧＭ】：＋１も一本あるよ。
【プーチン】：なんだとっ？！
【ＧＭ】：一本じゃないや。一振り？（数助詞の問題
らしい）

【マリーカ】：拾うと明確に強くなるぞ、って書いて
あるみたい。物欲しそうな感じでフレイルを見てい
る感じ。

【プーチン】：えと、じゃ、あれだ。俺は〈意地汚い〉
んで、近づいて、こうやって手に持っているフレイ
ルを「おおっと」とその上にわざとらしく落として

「いやいや落としちゃったよ～」と＋１を拾う（笑）
【マリーカ】：そこにかぶせて「あなたが落としたの
は＋１のフレイルですか、それともふつうのフレイ
ルかしら」（笑）

【ルクレチア】：「これが大人同士の会話なのね」（笑）
【ＧＭ】：成人したからわかるよ、うん。
【マリーカ】：って、結局挑発っぽい台詞を吐いてみ
たけど、「行くの、行かないの？　で、結局どうす
るの？　新成人さん」

【ラズロック】：ようし、それじゃ、どうしようかな
……。ふつうに帰ります。
　ふつうに帰りつつ、横は警戒すると。ＨＰが一桁
になったら死んじゃうよー、とか思いつつ。

【マリーカ】：魔法使いは１点でも喰らったら一桁に
なっちゃうじゃん

【ＧＭ】：では、リーダーさんはサイコロ１個振って
ください。１が出ればワンダリング・モンスターで
す。

【ラズロック】：６
【ＧＭ】：ではろくなことは起きない。
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【マリーカ】：逃げようとすると前にばっときそうで
すけどね。「やぁ、君たち、逃亡は許さないよ」

【ＧＭ】：じゃぁ、前衛の方々がＤ３に入ると鼠の群
れがひょこひょこと。みっきーまーちを流しつつ。
ＨＰの高い方に襲いかかってきます。

【マリーカ】：まじで？
【ＧＭ】：ＨＰ高いのは戦士のマリーカさんだわな。
２Ｄ６を振るがいい。高い方が（ＧＭにとって）い
いの

【マリーカ】：４
【ＧＭ】：ネズミたちは地面を這う虫に注意を取られ
ている。

【マリーカ】：あんなところにうまそうな虫が！
【ＧＭ】：おっ、さきほどの焦げた虫が美味しそうだ。
【マリーカ】：ここじゃないんだけどね、焦げたのは
（隣のＥ３）。ここまで飛んできたのか、焦げた虫す
ごいな。ま、いいや。

【プーチン】：みっきーネズミが虫をくわえてる光
景って、あれだね。

【ＧＭ】：誰か一人が殿（しんがり）になって逃げる、
戦う、２つの行動オプションがございます。リーダー
どうします？

【ラズロック】：気をとられているんなら……
【ルクレチア】：「俺がここは抑えているから逃げ
ろー」「リーダー、そんな」「後は任せた」（笑）

【プーチン】：ちなみに、ネズミはどれくらいの大き
さがどれくらいいるんですか？

【ＧＭ】：ふつうの人間の拳大が１０匹ですね
【ラズロック】：ちっちゃいのが１０匹。
【ＧＭ】：匹数に等しいＨＰを持ってます。２ラウン
ドくらい経つとどっかからリーダーがやってくる。

【ラズロック】：気をとられているのなら、その横歩
いていけないのかなー？

【プーチン】：それはさすがに難しいんじゃないか
なぁ。

【マリーカ】：じゃぁ、叩き潰すけど。
【ＧＭ】：一人残れば通り抜けられますね
【マリーカ】：あんまり一人残すのはよくないんじゃ
ないかな

【ＧＭ】：ま、２人でもいいけど。
【マリーカ】：いや、４人残すか。
【ルクレチア】：３人残そう。
【プーチン】：じゃ、さようなら（笑）
【マリーカ】：「とりあえず見つけたら退治してこい
とは言われているし」と剣を抜く。

【ルクレチア】：見つけちゃったねー
【マリーカ】：「見つけちゃったし、殺すか」

●初戦闘は対ネズミ
【ＧＭ】：ではＰＣサイドから行動可能です。
【ラズロック】：「アドバンテイジがとれてる今がチャ
ンスです」
【マリーカ】：……というわけで、行動に入りますか。
何かやることある人。ちなみに魔法使いのＨＰは貴
重です。
【ルクレチア】：貴重でした。
【ＧＭ】：貴重だから削るよ
【マリーカ】：特にエンチャント付けたりがなければ
攻撃のサイコロを振っちゃいますよ

　戦闘は、「どの攻撃方法で（武器、魔法）」、「誰を」を宣言して
からクラスごとの戦闘マトリクス表を見ることで影響が決まりま
す。その影響（ダメージなど）を適用し、ＨＰが０になったり戦
場から離脱させれば戦闘は終了となります。
　攻撃される側は、基本的に攻撃側の出目が悪くなるよう祈るく
らいしかできることはありません。

【マリーカ】：てやっ、５。〈何とか剣の先が当たる。
２ダメージだ！〉鼠が２匹ほど……
【ＧＭ】：潰れまーす。
【ルクレチア】：「おやびーん」（ネズミ語）
【ＧＭ】：断末魔をあげてネズミが２匹倒れます。
【プーチン】：１０匹集まるとラズロックと同じＨＰ。
【ラズロック】：１０ネズミですから。
【マリーカ】：ここでネズミが８つにわかれるとＨＰ
１の敵が８回攻撃ですよ（笑）。で、ラウンドの最
後にぱっと一体に戻るの。
【ルクレチア】：きたねー。
【ＧＭ】：いや、分離してたほうがオーバーキルで
も他の奴にダメージいかなくていいから合体しない
よ。分離や合体できないけどね。
【マリーカ】：そのかわり、範囲攻撃を食らうと一発
で全滅しちゃうので。「まずい、敵は範囲攻撃を使
う」っていう瞬間に合体してＨＰ８に（笑）。
【ＧＭ】：［火焔砲射］あたりが集団攻撃呪文でしたっけ？
【ラズロック】：ですね。でも消費ＨＰが５＋レベル
なので……（ＨＰ上限＝１０）
【ＧＭ】：６しか使わないよ（笑）
【ルクレチア】：殴っちゃいまーす。ぶん。〈それ、当
たったぞ。兎に角１ダメージだ。〉
【ＧＭ】：あと７匹。ネズミが断末魔をあげるごとに
後ろのほうで何やら足音というか、動く音が。
【プーチン】：じゃぁ、逃げますって（笑）
【マリーカ】：やばいやばい、あの僧侶、逃げるしか
コマンド入力がない（笑）
【ＧＭ】：前は小ネズミ、後ろはなんだろ？
【マリーカ】：逃げたければ裁判で勝ってみろよ（みっ
きー声）（笑）
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【プーチン】：〈思慮深く〉ヒャッハーと。〈何とか当たっ
て、２ダメージ〉
【ＧＭ】：そうそう＋１武器なので、出目が＋１され
ますよ。希望するなら。

【プーチン】：希望します。じゃ、〈なんとか、２ダメー
ジです。〉
【ＧＭ】：おっ、盗賊のルクレチアさんよりでかい。
２ダメージ２人か。ほう。
　えーと、魔法以外はですね、一番でかいダメージ
を与えたところに反撃が行きます。

【ラズロック】：では、でっかいのがくるまで、とり
あえずローリングストーン。

【ＧＭ】：あれ？　石投げる？　じゃないや、石転が
す？

【プーチン】：魔法で？
【ＧＭ】：あれ、そんな魔法あったっけなぁ？（ごそ
ごそ）

【ラズロック】：ふつうの攻撃です。
【プーチン】：あー。１レベルの称号が〈ローリング
ストーン〉なんだ。

　どのクラスも、各レベルごとに称号があります。たとえば、魔
法使い１レベルは〈ローリングストーン〉です。戦闘マトリクス
表に書かれているので、今回のラズロックさんみたいな勘違いも。

【ラズロック】：〈何とか当たった。１ダメージ〉
【ＧＭ】：あと４匹。
　さて、反撃。２ダメージ与えてくれたのがお二人
さん。ＨＰ高いほうに反撃いきます。振ってください。
【マリーカ】：うわっ。ころころ、２。
【ＧＭ】：その出目だとＧＭが振ったほうがよかった
かな。〈群れは突然、ばらばらになって逃げ去ってしまっ
た――戦闘終了〉
一同：おおっと（笑）

【ルクレチア】：終わったー
【プーチン】：まぁ、これだけ倒されたら士気崩壊す
るよなー。

【ルクレチア】：いやなんだろ、『夢物語』のゴブリ
ンみたいに一斉にいなくなったあと後ろから回り込
んでくるとか（笑）

【プーチン】：そうなると炎をまとったネズミたちと
か？　それはそれで怖いなあ。

【ルクレチア】：「お前たちでは相手にならん。逃げろ」
と魔法使いがいって（『指輪物語』）

【プーチン】：それは逃げ出しちゃうからだめだなー（笑）。
【ＧＭ】：とりあえずふつうのネズミたちは小穴へと
逃げ帰っていきます。代わりに何ものかが、あなた
がたの後ろ、Ｂ４～Ｂ３～Ｃ３のほうからはずんず
んと近づいてきます。

●大ネズミ
【ＧＭ】：Ｃ３のほうから素敵な足音が近づいてくる
のが聞こえます。まぁ、１ラウンドでネズミの群れ
を倒したので逃げることも可能です。

【ルクレチア】：「お前たちでは相手にならん」（笑）
【マリーカ】：だから、あいつは先頭切って走って逃
げるからダメだって。「私でも相手にならん」って。

【ＧＭ】：ネズミの群れはですね、盗賊用の短剣を１
本落としていきますね。

【ルクレチア】：なに！？　盗賊用の短
剣！　どこに。

【ＧＭ】：ここですね。小穴の入口辺り
に盗賊用の短剣を落として逃げていき
ました。

【ルクレチア】：えーと、〈思慮深い〉〈ギャ
ンブル好き〉だけど〈臆病〉
【プーチン】：それ、迷うんじゃねぇ？
【ＧＭ】：迷っていると後ろから何か来ます。
【ルクレチア】：迷うよなぁ。
【マリーカ】：『バイオハザード』とかでいうと、と
ろうとすると床が崩れて次のステージへ。そんな流
れですよね。

【ルクレチア】：迷った挙げ句、どうする？
【ラズロック】：別に盗賊自身が拾う必要はないです
よね。

【マリーカ】：ちょっととってきて～、とか。
【ＧＭ】：じゃ、メイジのラズロックさんがとる？
【ラズロック】：いやいやいやっ！（爆笑）じゃ、そ
したら、あれですね、前衛をそっちの音がするほう
で警戒させてて……とりに行く。

【ＧＭ】：では、これはできのいい短剣だ。＋１ですね、
ネズミ臭いけれど。

【プーチン】：洗えば大丈夫。
【ラズロック】：では「これを使え！」
【プーチン】：ぱっと受け取ろうとすると、スコンと
落ちると。

【ＧＭ】：じゃ、投擲判定どうぞ。＋２の修正差し上
げましょう。

【ルクレチア】：それでも半分、成功率？
【ラズロック】：射撃行動マトリクスでいいですね。
〈よし！狙ったとおりの命中だ！〉
【ルクレチア】：じゃ、腰抜かします。
【ＧＭ】：いえいえ、受け止めやすいところにとんで
いきました。

【プーチン】：てか、スパーンと飛んだじゃなくて放
物線描いて飛んだじゃない（笑）

【ラズロック】：魔法使いなんで、ビュンとか激しい
ものはないです（笑）
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【ＧＭ】：じゃ、そんなことをしているとＣ３から巨
大なネズミがやってきます

【ルクレチア】：落ちてから短剣を拾います
【マリーカ】：「あのさあ、女の子になにやってるの」
とか言っときますよ

【ＧＭ】：腹を空かせた巨大ネズミ登場～
【マリーカ】：ハングリー精神に溢れている。
【プーチン】：「お構いなく……」
【マリーカ】：向こうがかまってくるんですよ。
【ＧＭ】：おいしそうーって感じで見つめてきてます。
【ルクレチア】：倒した３匹のネズミが美味しそうな
んだね（笑）。

【プーチン】：えーと、食料は持ってない
【ＧＭ】：お腹空いているのでＨＰ半分でーす。
【マリーカ】：なんだとー、すごい腹減りだ。
【ルクレチア】：それじゃ動けないんじゃねぇ？
【ＧＭ】：最期の力ですね。
【ルクレチア】：野生の力！
【マリーカ】：というわけで先方は待ってくれないよ
うですが。

【ＧＭ】：リーダー、最初はグーだっ。
【ＧＭ】・【ラズロック】：最初はグー、じゃんけんぽ
んっ。

【ＧＭ】：先攻・後攻どちらにします？　チョキで負
けました。

【ラズロック】：先攻！（笑）もちろん先攻ですね。
最初から来るのはわかっていたのでナイフ拾ってか
ら呪文唱えてました。［旋風魔刃］！

【ＧＭ】：やです。
【ラズロック】：えっ（驚）。［旋風魔刃］を当然前衛
のマリーカさんにかけておきます。

【マリーカ】：っと攻撃呪文じゃなかったか。魔法は
１Ｄ６でしたっけ？

【ＧＭ】：そうですね、１Ｄ６＋レベルですね。
【マリーカ】：ですから、５以上出すとかけっこうシ
ビアなんですよ。

【ラズロック】：４以上ならなんとか。ころころ～成
功。〈風が吹き、武器が光る。次のラウンドに敵にダメー
ジを与えたならば、それは２倍のダメージとなる！〉

［旋風魔刃］は仲間の武器を増強する魔法使いの魔法です。

【ＧＭ】：次のラウンド？
【ラズロック】：次のラウンド？
【ルクレチア】：このラウンドじゃなく次のラウンド？
【プーチン】：次のラウンド……がんばれ。
【マリーカ】：とりあえず、このラウンドはふつうに
斬ります。

【ＧＭ】：魔法使いのラズロックが先に行動したので、

このラウンドから適用してもいいですよ。

「次のラウンド」とあるのは、もともと戦闘に参加するプレイヤー
のサイコロを《一斉に》振り、行動を同時に処理するようになっ
ていたためのようです。

【ルクレチア】：えー、そうなの？
【ＧＭ】：嫌ならいいけど。
【マリーカ】：じゃせっかくだから、ぶん。てーい、
がんばった。〈剣は相手の身体に深々と刺さった！８
ダメージだ！〉（２倍して）16 ダメージだ！
【ＧＭ】：へっ！？（裏声）
一同：爆笑
【ＧＭ】：お腹減ってなくてよかったかもしれないな
……（ＨＰそのままでもよかったなぁ、こりゃ）。
残り４点！
【マリーカ】：じゃ、＋１ダガーの威力を！
【ラズロック】：１ラウンド使って、そこらへんのネ
ズミの死体をくってるとか？
【ルクレチア】：＋１ダメージで、と、ころころ。
【ＧＭ】：っと、出目に＋１ですよ。
【ルクレチア】：〈３ダメージ。どうだい。なかなかの
腕前だろ？〉
【マリーカ】：あと１点、サクッ。
【ＧＭ】：なぜわかるっ？
【マリーカ】：ＧＭが言ってるじゃないですか！？（笑）
【ＧＭ】：ネズミは血色悪そうに体中から血を流しながら
【マリーカ】：そしてトドメは……いじめる？
【ＧＭ】：［神の怒り］でオーバーキルとか？
【プーチン】：［神の癒し］で回復。「これでは儀式に
ならん」

［神の怒り］は神の怒りにより、すべての敵にダメージを与える
僧侶魔法です。
［神の癒し］は紙の試合により、仲間の傷を癒す僧侶魔法です。

【ラズロック】：で、これ着ぐるみで中に人が入って
るとか（笑）
【プーチン】：「えっ、殺しちゃいけなかった？」
【ルクレチア】：口のところから大司教の顔が……（笑）
【プーチン】：そうすると中間管理職が繰り上がって、
俺のところに（出世）。そういうことなら〈思慮深い〉
んで迷わず攻撃。まぁ、大司教の顔は口に出てない
だろうけどね。ころころ。
【ＧＭ】：出てませんって（笑）
【プーチン】：レベルも足せるんですっけ？　だめ？
　じゃ、〈３ダメージを与えることが出来ました〉
【マリーカ】：死んじゃったんじゃないかな
【ＧＭ】：オーバーキル２点。巨大ネズミは腹を空か
せたまま、
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【マリーカ】：「無念～もっと食べたかった～」
【ＧＭ】：と断末魔をあげて、さらに巨大なネズミが（嘘）
一同：笑

【マリーカ】：第二第三のネズミが……
【ラズロック】：まぁ、いいですけど（強気）。
【プーチン】：「これはジャイアントラットの中でも
小者中の小者」

【マリーカ】：腹を空かせてない奴が新たに（笑）
　ってのはさておいて、これで一応退治したことに
なるのかしら？

【ＧＭ】：されました。
【マリーカ】：では、リーダーは。
【ラズロック】：これで危険はなくなった。存分に洞
窟を探索するんだ。
　と、戻ります。

【ＧＭ】：帰るの？
【ラズロック】：Ｃ３に戻ります。そのあとＣ４へ。
【プーチン】：（調子に乗って進むと）ふつうに天然
動物に殺されて死ぬんだよ（笑）

【ＧＭ】：Ｃ４行くの？　では、Ｃ４へと。
【マリーカ】：なんかリーダーが調子に乗ってる（笑）
【プーチン】：魔法使いが「よし、ボス倒したから残り
探索しようぜ」って言ってるので周りが慌ててる（笑）
【マリーカ】：自分のキャラクターは「まぁ、いいん
じゃないの」って。

【ＧＭ】：同行するかどうかは君たちの自由だけど。
【ルクレチア】：「一番怖い敵、倒したんですよねぇ」
と言いつつ、ついていきます。

【マリーカ】：「私は同行しろって言われてるからね」

●迷宮漁り
【ＧＭ】：はーい、Ｃ４へようこそ。
　奥壁と手前壁がふさがっていて、右に道がつな
がっています。
　ここは巨大ネズミの住処だったようでゴミがたく
さんそこら中に散乱しておりますな。

【マリーカ】：ごみだらけ。
【ラズロック】：めぼしいものは？
【ＧＭ】：特に見当たらない
【マリーカ】：ウッヒャー、ゴミだっ！
【ＧＭ】：で、そうだ、道の先の方から水の流れる音
がひょろひょろ聞こえてきますな。ぴちょぴちょ。

【ラズロック】：地下水路でつながっているのかな？
【ルクレチア】：タコとかいるのかな？
【ＧＭ】：真水のタコか……
【マリーカ】：真蛸？（笑）
【ラズロック】：真蛸かダゴンか……（笑）地下水に
ダゴンはいてほしくないなあ。

　ダゴンといえば「クトゥルフ神話」のあれですよ、あれ（当然
ＧＭは会ったことも呼び出したこともない）。

【ＧＭ】：さてと、この洞窟を抜ければケーキのお代
わり頼みますか（遊んでいる場所はケーキバイキン
グ中）

【ルクレチア】：ケーキのためにここで急に探索終わ
らせたりはしないぞ、俺は。

【ＧＭ】：先週やったセッションではまっすぐ行って、
まっすぐ帰ってきたからなにも手に入らなかったか
らなぁ（笑）。

【プーチン】：ふつう、まっすぐ行くよねー。
【ルクレチア】：まぁ、リーダーがいい気になってる
からこそ、こういう行動とってるわけで。

【ＧＭ】：では、Ｃ５へ到着と。
　右壁が壁って感じで、行き止まりになっておりま
して、奥から手前に向けて川がひょろひょろと流れ
てます。

【ルクレチア】：川は上れない？　下れない？　さか
のぼれない？

【ラズロック】：渡れる？　渡れない？
【ＧＭ】：えーと、川の向こうが右壁にぶつかってま
して、渡れませんな。

【ラズロック】：奥壁は？
【ＧＭ】：奥壁を貫いて川は奥の隣のマスへ。上とい
うか上流へ。
　ネズミさんくらいの体格ならばさかのぼれそうで
すね。人間ではちょっと厳しそうです。

【ルクレチア】：なるほど。
【プーチン】：では、ここで肩関節とかをパキパキと
……外して。

【マリーカ】：リーダー、なに外してるんです？！　
とか。

【ラズロック】：たぶん、前屈できないレベルですか
ら（笑）魔法使いなんで。
　手前壁は？

【ルクレチア】：そっちに流れる川は下れますか？
【ＧＭ】：巨大ネズミには厳しく、子供くらいならな
んとか

【ルクレチア】：13 歳の子供は？
【プーチン】：13 歳は成人だぞ（笑）。お前たちは儀
式を終えたから成人だ。

【ＧＭ】：身長 120cm くらいならばなんとか流れら
れそうですね。

【ルクレチア】：今だっ、追加設定のチャンス！（笑）
【ラズロック】：では、当然ルクレチアさん孤児の
13 歳女で血色不良でだいぶちっちゃいとか（笑）
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【プーチン】：決して萌え要素ではない。
【ＧＭ】：川の先で折れ曲がっていたりして、ぶつか
ると痛そうですね。

【ルクレチア】：結局難しいのか。
【マリーカ】：突っかかって止まってしまったりする
んですね。

【ラズロック】：結構小さい川というか流れなんですね。
【ＧＭ】：小川というか、ネズミの水場のようですね。
食べかすなどが散乱しています。ヒルとか。

【ラズロック】：川に何か落ちてない？
【ＧＭ】：そのへんはサイコロ振って１が出れば。
【ルクレチア】：とりあえず水があればコイン入れる
よね。

【プーチン】：じゃ、入れてみっ（笑）。俺拾うから。
【ＧＭ】：その出目では特に落とし物は見つからない
ですね。

【ルクレチア】：「あなたの健康を祈ってもう一枚」（ど
こぞのゲームブックネタだったはず）

【プーチン】：俺の懐を願ってもう一枚（笑）
【ラズロック】：じゃ、戻っていって、Ｅ３まで戻る。
　さすがにＤ３で奥のネズミ穴Ｄ２へ行く勇気はな
いっすね。

【ルクレチア】：いや、Ｄ３で大ネズミがいなくなっ
てるから……って、大ネズミの死体は？

【ＧＭ】：君たちは処理してないから……、ネズミが
群がっていたけれど、君たちの足音とともに逃げる
ね。また穴に戻っていく。

【ルクレチア】：大ネズミを喰うのか、ネズミ。すげーな。
【ラズロック】：大ネズミ引きずってく？
【マリーカ】：倒したという証拠になるかもしれない
けれど。

【ルクレチア】：もしかして、大ネズミで穴埋まった
りしない。

【ラズロック】：いや、大ネズミが通ってきてる、だ
から。

【ＧＭ】：大ネズミはこの穴ではなく、Ｃ３から来た
んですよ。

【ラズロック】：でも、足跡が穴のほうにあったんで
すよね？

【ＧＭ】：小ネズミたちの。
【ラズロック】：それに混じって大ネズミのって言っ
てませんでした？

【ＧＭ】：それは別の二足生物ですね。
【プーチン】：ヒューマノイドが俺たち以外にいるか
もしれないと。

【ルクレチア】：ここは通れる穴でしたっけ？
【マリーカ】：屈んで、なら。
【プーチン】：そこまでして行くのか、と。

【ルクレチア】：とりあえず大ネズミで埋めよう。
【ＧＭ】：小ネズミが食べ終わったら出てくるよ
【プーチン】：食べ終わるまでの時間は稼げるし
【マリーカ】：大ネズミの死体には、大きくさせる因
子が入っていたりして（笑）
【ルクレチア】：倒したよ、という証拠は？　持って
帰る、これ？
【ラズロック】：尻尾切る。尻尾持ってく。
【ＧＭ】：見届け人がいるじゃないですか（笑）
【プーチン】：俺が殺したよ（笑）
【ルクレチア】：確かにプーチンが止めさしたなあ
【プーチン】：報告するときには「あいつら不甲斐な
いんで俺が止めさしました」（笑）
【マリーカ】：すごくざっくりした性格なので「それ
でいいんじゃない。別に倒したことに違いはないし」
【ラズロック】：魔法使いとしては、筆記用具がある
のでとりあえず地図を描いてます。あわよくば、横
穴とかのね、報告して追加料金っぽいものをいただ
こうと。
【ＧＭ】：地図を極めるためにＤ２へ行くんですな（笑）
【マリーカ】：Ｄ２は極めに行かなくても（笑）
【ラズロック】：さすがにその危険は冒せない。
【マリーカ】：行くとしたらＥ４に行くかどうかかな。
【プーチン】：「で、穴の先はどうだった？」と訊か
れる（笑）
【マリーカ】：ゲームブックだと死んじゃうパラグラ
フですよね
【プーチン】：そうそう（笑）
【ルクレチア】：じゃ、穴はなかったって言っておけ
ばいいんだよ。
【ＧＭ】：ラズロックさんが入ったところを、みん
なが大ネズミで塞ぐというのも（←いじめ、よくな
い！）
【プーチン】：ラズロックがそれを食い破って出てく
る。「貴様ら！」いいながら。
【マリーカ】：「この俺を謀るとは～」
【ＧＭ】：とりあえず穴の奥には行かないで、道を塞
いで終わりと。
【マリーカ】：まあ、Ｅ４に行きたがっている人がい
るような、いないような。

【ＧＭ】：じゃ、Ｅ３まで戻れました。このまま帰る
というオプションと、脇に逸れてＥ４へ向かうとい
うオプションがありますね。あと、祈るというオプ
ション。
【マリーカ】：祈ってもなにも起きないよって言われ
る（笑）
【プーチン】：じゃ祈る。「神よ、こいつら早く帰し
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てくれ」
【マリーカ】：ＨＰを払って魔法扱いにすれば通用す
るよ、って言われる（笑）

【ラズロック】：身を削れ……？
【ＧＭ】：［最後の奇跡］相当になるかもしれません
ねー。

【プーチン】：最後の……って（笑）

［最後の奇跡］は僧侶魔法の最終奥義です。絶体絶命のピンチを
どうにかできるのかもしれません。

【ＧＭ】：どうないすんねん？
【ラズロック】：行くかな、どうしようかな？
【マリーカ】：行くなら行きますよ
【ラズロック】：じゃ、行きましょう
【ルクレチア】：では、例によって先頭に。

●うーぱー
【マリーカ】：にゅるにゅる～
【ＧＭ】：Ｅ４は手前壁と奥壁が塞がっていて、左か
らの道が右につながってまーす。
　で、水の音がもっと大きくなってきますね。

【マリーカ】：ずばー。水の音？
【ラズロック】：多分、上の小川がつながってきてい
るんでしょう。

【マリーカ】：ウォーターカッターみたいなのがある
のかな？

【プーチン】：で、先頭の奴がダメージ受けるの？
（プーチンは後衛）
【マリーカ】・【ルクレチア】：やだなー。
【ルクレチア】：盗賊 15 点しかＨＰないから死んじゃう
よ～。魔法使いのラズロック、さっき何点ＨＰ使ったの？
【ラズロック】：３点なんで残り７です。
【マリーカ】：３割の損害を受けた（笑）。やばい、
軍隊だったら壊滅だー。
　ちなみに薬草とかありますよね？

【ラズロック】：３つもらってますよね。
【プーチン】：使おうとすると、「まだもったいない」っ
てなるよね。

【マリーカ】：６点使うまではもったいない（薬草は
サイコロ１個分のＨＰを癒します）

【プーチン】：で、死ぬんだろ。
【ラズロック】：なにもないなら、そのままＥ５まで。

い感じ？
【ＧＭ】：はい。そして、その川からぬめぬめしたこ
んな２足生物が姿を見せます

【マリーカ】：ぎょろっとした目の奴ですね。
【ラズロック】：ウーパールーパー？
【マリーカ】：これ、ドラゴン族らしいですよ。プレ
イヤー（ＰＬ）的知識ですが。

【プーチン】：ドラゴン族！？
一同：ざわ、ざわ

【ＧＭ】：まぁ、マリーカの兄貴が武者修行中に倒
したという話を聞いていたということでいいでしょ
う。自慢げに兄貴が語っていたのを思い出す。

【マリーカ】：兄貴、兄貴って誰？（笑）
【ルクレチア】：君がぶっ倒した奴（笑）
【ＧＭ】：君の兄者で道場の跡継ぎ……（って設定し
たのはおぬしじゃ！）

【プーチン】：ってか、今の台詞さあ『ドラゴンラン
ス伝説』でレストリンが「私にはキャラモンという
兄は存在しないし、そんな知り合いもいません」て
手紙を思い出すね（笑）

【マリーカ】：あー、キャラクターの兄貴か。てっきり、
去年儀式をした人々のことかと。

【ＧＭ】：さて、川幅はなんと２ｍもある。深さ５０
cm くらいで右壁に木の壁が設けられていて、その
中央に扉がある。

【マリーカ】：木の扉がある？　幅２万ｍとかじゃな
くてよかった（笑）

【ＧＭ】：川でぴちょぴちょ遊んでた……じゃなくて
警戒していたウーパールーパーさんたちが魂消た様
子で君たちを「えーっ」て見つめて、

【マリーカ】：こいつら頭悪そうー
【プーチン】：「やあ、友達」
【ＧＭ】：といわれて、さらに驚いた様子。「え、えーっ」
という感じで槍で突っついてくるね。

【マリーカ】：驚いて刺してくる？　キレやすい人た
ちだ。

【ＧＭ】：２Ｄ６振ってくださーい。
【プーチン】：おれ？　ころころ。
【マリーカ】：攻撃だったらしい（笑）
【ＧＭ】：〈振り回した槍の先っぽが当たって、１ダメー
ジ〉をあなたの体に与えます。
【ルクレチア】：ぎゃー。
【マリーカ】：「なんだこりゃー」
【プーチン】：「なにすんじゃ！　ボケぇ！」（笑）
【ＧＭ】：「えぇー？」ってまた槍でつっついてきます。
【ルクレチア】：じゃ、こっちからも盗賊用剣で突い
てみます。

【ＧＭ】：ウーパーは強いぞー。なんてたって、マリー

【ＧＭ】：Ｅ５！　川が上から
下というか、奥壁から手前壁に
向かって蛇行しながら流れてま
す。道は右につながってます。

【マリーカ】：まだつながってる
んだ？　川を渡らないと行けな
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カの兄で道場主が互角の戦いを繰り広げるほどの存
在だぞ。

【マリーカ】：あまり兄貴は強いか知らない
【ルクレチア】：せーの、ころころ。＋１して、も、〈残
念、空振りだ。なんて扱い難い武器なんだ〉（笑）
【マリーカ】：ありゃー、武器のせいにしやがった
【プーチン】：あれ、＋１の武器ですよ（笑）
【マリーカ】：それはたぶん、贅沢だっ！
【ルクレチア】：ネズミから手に入れたものだから
なぁ。まぁ、今度よく洗っとこ。

【マリーカ】：ネズミじゃない、ウーパールーパー。
ということで、ぶん。

【ＧＭ】：ＡとＢがいるけど、どっち？
【マリーカ】：Ａさん。さっきとおなじで２ダメージ。
剣の先が当たった。

【プーチン】：魔法を使ってみようかな？
【ルクレチア】：「コマンド：魔法を使う」？
【マリーカ】：ＨＰを払ってくださーい
【プーチン】：なんか体力最大値の１／３が削れる魔
法だな。

【ＧＭ】：剣を叩きつけてみた感覚では、腹を空かせた
巨大ネズミと同じくらいの耐久性を持ってそうです。
【マリーカ】：約 20 点くらいってこと？
【プーチン】：［神の怒り］的な？
【ＧＭ】：集団攻撃でしたっけ？　やだなー。
【プーチン】：どーん。レベル足して〈５：パラパラ
と小石が降ってくる！敵全てに５ダメージ！〉
【ルクレチア】：痛ぇー
【ＧＭ】：それはいかがなものか。まぁ、それだけプー
チンさんもＨＰ削ってますもんね。残り十ウン点。

【プーチン】：まぁ、俺が５点削ったおかげで奴らに
５点ずつ

【マリーカ】：黒字。
【ＧＭ】：では、ラズロックさんがとどめを。
【ラズロック】：どうしよう？　いやいや……
【ＧＭ】：「デーモン族めっ」とウーパールーパーが
ぼんやりした顔で。

【ルクレチア】：デーモン族らしい。
【マリーカ】：ぼんやりした顔で！（笑）
【プーチン】：寝ぼけてやがる
【ＧＭ】：「二本足で歩くお前らはきっとデーモン族
に違いない」

【マリーカ】：お前も二本足でデーモン族じゃないか！
【ＧＭ】：いや、ここに（イラストの尻尾を指さす）
三本目の足相当の尻尾が（笑）

【ルクレチア】：真ん中の足がある！（笑）
【ラズロック】：［火焔砲射］だと厳しいなぁ。

［火焔砲射］は炎を放射する全体攻撃の魔法使いの魔法です。

【ラズロック】：戦闘中、薬草など使えますよね？
【ＧＭ】：使えるよー。シューッと打つだけだから（手
首に注射針を当てるジェスチャー）
【ラズロック】：〈ヤク〉草？　そいえば、１人３つ？
【ＧＭ】：（敵にとって）残念ながらその通りです。
【マリーカ】：ＧＭが残念がってる（笑）
【ＧＭ】：みんなで３つでもいいと思うんだけどね。
【マリーカ】：あげたのはＧＭじゃないかー
【ルクレチア】：いやいや……あげたのは……
【ＧＭ】：ＮＰＣのネーラレインさんだよ
【ルクレチア】：シナリオライターさんだよ
【ＧＭ】：……って、それもわしか。
【ラズロック】：じゃ、うーん、［火焔砲射］っ。
【ＧＭ】：いきなり派手にやるなぁ。そうそう、洞窟
燃えちゃうかもよ？
【ラズロック】：川があるじゃないですか（笑）
【ＧＭ】：……と、灯油の川かもよ？（苦笑）
【プーチン】：それは考えてなかった
【ルクレチア】：ちなみに灯油だったら……
【プーチン】：川にいるウーパーさんは死ぬんじゃな
いかな（笑）
【マリーカ】：「地形適応：灯油」？
【ラズロック】：残りＨＰ１になりました。
【ルクレチア】：やばいやばいやばい……
【ＧＭ】：それはいかがなものかな？
【ラズロック】：Fire!!　４＋１で５の効果は、全体に
５ダメージ。
【ＧＭ】：１匹一桁になった。
　えーと、ウーパーさんたちの番。
　ダメージ５点を与えた奴らに、怯えた感じの視線
を向けて終わり……。
【ルクレチア】：遠い～、ホントはあすこを殴りたい
～って感じですね。
【ラズロック】：後衛がダメージを与えるとこういう
ことになるゲームだったんだ。

　特に反撃について設定されていない敵は、そのラウンドにその
敵へ一番大きなダメージを与えたキャラクターに反撃します。そ
して、その一番大きかったダメージが魔法攻撃の場合は、反撃で
きずに視線を送って終わります。魔法攻撃は、反撃できないよう
な間合いから放ったと見なすからです。

【ＧＭ】：では、プレイヤーサイド。動いてもいいし、
動かなくてもいい。
【ルクレチア】：よーし、じゃあ
【プーチン】：「君たちは動いてもいいし、動かなく
てもいい」って（笑）。降伏勧告しながら殴るよ。
【ルクレチア】：いや、殴りながら降伏勧告する。こ
ろころ、８＋１で９
【ＧＭ】：（小声で）猫騙し、猫騙し～
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【ルクレチア】：〈３ダメージ。どうだい。なかなかの
腕前だろ？〉
【ＧＭ】：「うわぁ～、もうだめだぁ～。Ｂ助～」
【マリーカ】：ではそこに殴りかかるか。あっ、失敗だ。
ぶんっ。空振り。スゴイね、この剣、さっきから５
以下ばかり。ダイス変えるか。

【ＧＭ】：「外れて……くれた？」
【マリーカ】：ＧＭの代わりに敵の攻撃振るときもひ
どいということはこのダイス、ホントにひどい……。
【ＧＭ】：そろそろ自分で持ってきたサイコロ出すかなー。
【プーチン】：これ、一回帰って、それからもう一回
ここを見に来るのもいいけどね。

【ルクレチア】：ウーパーいなくてなってるかもしれ
ないし。

【ラズロック】：でも、扉があってということは、ウー
パーたち何か作ってたり？

【プーチン】：だから、Ｅ５の右壁に木の扉があるっ
ていう。

【ＧＭ】：大丈夫、大丈夫。次の部屋での遭遇用のイ
ラストも準備してあるから。

【ラズロック】：ウーパー倒したら逃げようか？
【プーチン】：じゃ、今の奴を殴ろう。それとも、も
う１回［神の怒り］でいっかな。

【ＧＭ】：まだ僧侶プーチンはＨＰに余裕があるのね……
【ルクレチア】：［神の怒り］でいいダメージ出して
くれれば、また敵の攻撃なしだから。

【プーチン】：ころころって、魔法はサイコロ１個
だ。っと、ころ。５＋１で６。前回と同じで、ぱら
ぱらと小石が降ってきて敵すべてに５ダメージ。

【マリーカ】：一人なにげに死んじゃったっすね
【ＧＭ】：Ａ太郎が倒れて、Ｂ助が痛がっている。
【マリーカ】：Ｂ助はそっちのプーチンを睨みつけて
るのね……、うりっうりっ。

【ＧＭ】：一匹倒れるとそれを引きずってＥ６へ逃げ
るって、シナリオに書いてある。
　逃がしてくれる？

【ルクレチア】：扉の向こうに逃げるの？
【ＧＭ】：扉を開けて、その向こうへ逃げようとして
います。

【ラズロック】：この時点でＡは死んでる？
【ＧＭ】：戦闘不能っぽいですね。
【マリーカ】：このゲームはソフトなんで「戦闘不能」
なんです。

【ＧＭ】：ん？　死亡でもいいよ。まぁ、シナリオ的
に戦闘不能かな。

【ラズロック】：戦闘不能？　どうしようかな？　こ
のまま奥まで入っちゃうのは……

【ＧＭ】：迷っていると、ウーパールーパーたちはそ

のまま入っちゃうぞ～
【プーチン】：前に出て殴ります（笑）
【ラズロック】：いや、川を挟んでいるので深追いは
しません。で、自分のラウンドで薬草で回復したい
ですねぇ。
　薬を吸います……ころ、４点回復。

【マリーカ】：もう１個くらい薬草を吸ってもよさそ
うな気配だ。

【ＧＭ】：えーと、ウーパールーパーが扉に逃げ込む
と同時に鍵がかかった音がした。

【ラズロック】：がちゃん。
【ＧＭ】：そんな感じでウーパーさんたちはＥ６に逃
げていったとさ。

【プーチン】：じゃ、みんなでさあ、あれだ。ダメー
ジ受けてる俺とかに、薬草とか薬草とか……全部
使っていいんじゃね？
一同：うなずき

【プーチン】：で、全部使って……、じゃ、ウーパー
を追う。「まて、こらぁ！」

【マリーカ】：とりあえず薬草を１個ずつ喰っていっ
てください。持っている分を使い切ったら行ってく
ださい。余っているのを渡すので。

【ラズロック】：もう１回使いまーす。
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【ＧＭ】：薬草使いまーす、ウーパーさん６点回復。
【マリーカ】：ウーパーも薬草喰ってる（笑）
【プーチン】：あっ、マックス（ＨＰ最大値）までいった。
【ＧＭ】：そっちは（回復に）何ラウンド使った？
【ラズロック】：まだ１回しか振ってないんで。
【ＧＭ】：じゃ、こっちも時間的に使えるのは１回か。
【ルクレチア】：２回使ってもいいんじゃね
【プーチン】：２回使う？
【マリーカ】：すでに２回使っていた人がいたような。
【プーチン】：全部使う勢いでやっていたんだけど
【ＧＭ】：じゃ、こっちも２回目使っちゃうよ。時間
ありそうなので。

【ルクレチア】：その間に扉開けちゃう？　開けるだけ。
【マリーカ】：えっ？
【プーチン】：まぁ、……そうだ、俺たちが回復して
るときに前衛ならありか。

【マリーカ】：怪我してない人もいますからねぇ。
【ＧＭ】：盗賊なら、簡単な鍵なので＋２の修正で開
けられます。

【プーチン】：（ぼそっと）蹴破る。
【マリーカ】：簡単なお仕事。
【ルクレチア】：１Ｄ＋３（＝レベル１＋修正２）で
ころ、８：よし、開いたぞ

【ＧＭ】：鍵開いた。
【マリーカ】：じゃぁ、開けた。

●ヘイタイガエル
【マリーカ】：蹴破らずふつうに開けちゃった
【ＧＭ】：Ｅ６、行き止まり。右の壁の端っこでウー
パーさんたちが、おたまじゃくしに手が生えたやつ
を２匹背中にかばいつつ、怯えてます。

【ＧＭ】：真ん中にはヘイタイガエル（左下イラスト）
が、２匹夫婦で槍を構えてます。you たちを睨んで
ます。

「お前ら、デーモン族ケロ？」
【マリーカ】：それ何語？
【ＧＭ】：「かわいい子供たちには指一本触れさせな
いケロ」
　この辺りの言葉ですね。

【マリーカ】：「違うんだけど」
【ラズロック】：「あなたたちはここで何をしてるん
ですんだ？」

【マリーカ】：あっ、後ろのほうから薬草もしゃもしゃ

【プーチン】：まさにそんな感じになってるよ
【ＧＭ】：「おいらたちは命令でここに住み着いてる
ケロ」
【マリーカ】：「命令？　誰の？」って訊きますよ。
【ＧＭ】：「上司から」
【マリーカ】：「目的は」
【ＧＭ】：「目的？　上司の命令を遂行する」
【マリーカ】：あーだめだ。それ以上のことは考えて
ないらしい（笑）
【ルクレチア】：「上司の命令とは何？」
【ＧＭ】：ここの監視だそうです。
【マリーカ】：ここ？　洞窟の？
【ＧＭ】：はい。祭壇に近づく奴がいるかどうかの監視。
【マリーカ】：近づいた奴、いる？
【プーチン】：俺。
【マリーカ】：いや、ウーパーに訊いてるの。
【ＧＭ】：「お前らに教えてやる義理はないケロ」
【プーチン】：そうすると、「じゃあ、あのう、君た
ちは敵か味方かわからない」
【ルクレチア】：おっ、（プーチン節が）始まった始まっ
た（笑）。
【プーチン】：「で、最初に攻撃してきたのはそっちだ。
俺たちは、これからもう、なに、帰って君たちのこ
とを報告して軍隊連れてくるから」
　じゃ、ばたんと閉める。
一同：（爆笑）
【マリーカ】：やばい、後ろからドア閉められた（笑）
【プーチン】：なにー（笑）
【マリーカ】：３人取り残されてる（笑）
【プーチン】：開けて外から覗いてだけで入ってな
かったろう？（笑）
【ＧＭ】：えーと、マートカさんから「中にいる」宣
言が出ました。
【ラズロック】：まぁ、結果的にはプーチンさんのい
うようになりますよね。
【プーチン】：パタンと閉めて、こっちから押さえつ
けて、中から開けようとしたら「で？」って。「素直
にいえば、軍隊連れてくるなんてしねえからよぉ～」
【マリーカ】：「そういうわけで、もう少し話で済ん
だほうが楽だと思うけれど」
【ラズロック】：「時と場合によっては協力できるか
もしれない」
【プーチン】：「俺たち、デーモンじゃねえし」
【ルクレチア】：「そうそう、まずデーモンじゃない」
【ＧＭ】：「二本足で歩いているのに？」
【プーチン】：「人間だよ、ばーか」
【ＧＭ】：「我々も……」
【ルクレチア】：我々もバカだ、とか言いそう（笑）

食いながら。
【プーチン】：ぷはーって、
吸いながらね。
【マリーカ】：阿片窟みた
いだ（笑）
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【ＧＭ】：「前線での権限は与えられているケロ」
【ラズロック】：「いい上官だ」
【プーチン】：いや、命令が臨機応変に対応しろって
いう丸投げってやつかもしれないよ（笑）

【ＧＭ】：それから 50 分かけて身の上話をしてくれる
【ルクレチア】：50 分か……
【プーチン】：途中で聞いてて「なげー」っていわれ
て端折り端折りながらで５０分だった（笑）

【マリーカ】：途中でウーパールーパーの家の伝統もかも
【ＧＭ】：でですね、ヘビ女（ラミア）の紅鱗三姉妹っ
てのに命じられてここに赴任してきたと。半年ほど
前に住み着いたそうで、この大扉の封印を解くもの
が現れたらドラゴン族の本国に知らせに戻っちゃい
なーという話だそうです。
　ここは、理想的なじめじめっぷりだったので、つ
いでに産卵して子育てしようと。

【ルクレチア】：この封印って毎年やってるの？　去
年来た人、どう？　封印って毎年やってる？

【プーチン】：ふつうに開いたよ。
【ＧＭ】：13 歳が触れないと開かないそうで。
【ルクレチア】：13 歳？
【ＧＭ】：13 歳の、ここの集落の人。
【プーチン】：つまりだ、俺が触ってももう開かない。
【ルクレチア】：なるほど。
【プーチン】：なんか、エヴァ（ンゲリオン）みたい
だね（笑）

【ＧＭ】：っと、一季節くらいまえにですね、デーモ
ン族の女と樽っぽいものをつけたやつ（大砲を両肩
につけた甲冑姿のデーモンのイラストを見せる）の
コンビが、ＰＣたちのこの集落を通らずに洞窟に
やってきて大扉に向かって大砲をぼんぼん撃ちま
くったり、開けられずに文句をつけたりしたあと、
悪態つきながら帰ったそうです。
　その際に、長女のオタマジャクシが出くわして殺
されたと。

【マリーカ】：『バイオハザード』で壁に向かってロ
ケットランチャー撃つようなもんか（笑）

【ＧＭ】：それ以来怖くなって食料調達以外ここに閉じ
こもっていた。でもって、ウーパーさんは怖いあまり、
二本足で歩く不気味な姿に攻撃してしまったと。
【ラズロック】：ほぉ～～～
【ルクレチア】：ネズミは？
【ＧＭ】：ネズミは彼らがここに籠もってから住み着
いたようで、よく知らないそうです。

【プーチン】：でさあ、「問題は君たちそれでどうす
るの？」

【ＧＭ】：とりあえず大扉が開いたと報告するために
田舎に帰るそうです。

【プーチン】：別に大扉開けてもたいしたことないよ。
【マリーカ】：とりあえず「毎年儀式やってるのに、
あんたらたいへんだね」と（笑）

【ＧＭ】：おかみさんが美味しい芋虫を提供してくだ
さる。（ルールブックにある芋虫を勧めるヘイタイ
ガエルのイラストを見せる）

【マリーカ】：美味しい芋虫……
【プーチン】：今、薬草を摂ったばかりなのであとで
いただくよ。

【ＧＭ】：今、食べ頃なので食べると２Ｄ６回復する
そうです。

【マリーカ】：すげえ芋虫だ。
【ラズロック】：食べて更に回復しておこうかな
【ＧＭ】：彼ら秘伝のおいしさを引き出す調味料の影
響もあるんでしょうね

【ルクレチア】：ふだん村で食べてる芋虫ですかね？
【ＧＭ】：ちょっと違うようです。川に住んでいるタイプ。
　彼らは帰る荷造りをはじめてます。

【ルクレチア】：じゃ、一ついただいてみるかな。
【プーチン】：ぎゃー、くそぅ。
【マリーカ】：死んじゃった？
【プーチン】：ぎゃーっていいながらウーパールー
パーに変身していく、とか？

【ルクレチア】：おや、何、そのミュータントミート
ボール（ウォーハンマーＦＲＰ）。
　大丈夫、伏見さんはそんなものを作らない（伏見
さんはこのパールシードの制作者の一人です）

【マリーカ】：ルクレチアの様子が……（ポケモンＧ
Ｂ版の進化場面っぽい音を口ずさむ）でもって、Ｂ
ボタンを探します。でも、これは X-box なのでＢボ
タンはダメだよって言われます（笑）

【ＧＭ】：進化するんですか？
　ころころ。６点ＨＰが回復します。

【ルクレチア】：どこにもダメージ受けてません。
【プーチン】：では、どこか触手がびろ～っと。
【ＧＭ】：じゃ、上限が１点あがります。
【ルクレチア】：鼻血ぶー。でも、レベルアップした
ら２レベル固有のＨＰになるから関係ないかなー。

〈５点あがるじゃなくて２０点になる〉だもんね（笑）
【ＧＭ】：蜂蜜に砂糖汁を思いっきり混ぜてそこに生
クリームをまぶしたような、やたら甘ったるい虫で
した。

【ルクレチア】：「けっこう美味しいよ、これ」特産
品にしてもいいくらい。見栄えは悪いけれど。

【マリーカ】：「扉が開く度に帰ってるの？」って聞
いてみます。毎年毎年儀式で扉を開ける人間がい
るって帰らなきゃいけないんだけど。

【ＧＭ】：こいつらが住み着いたのは半年ほど前ですね。
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【ルクレチア】：じゃ、今年からってことか。
【プーチン】：13 歳が触れば開くんですよね？　中
のことで何かあると思ってるとなんなので、こんな
ものしかないよと説明する。

【マリーカ】：ちょっといいフレイルがほしいなら別
だけど

【ＧＭ】：「女神像が……」
【プーチン】：「女神像があるんだけど、それべつに
うちの村の奴だし、それに歴史の書かれたレリーフ
があって、その程度のものしかないよ」と。

【ＧＭ】：奥さんは何やら川草で編んだような巻物を
取り出して、調べはじめてます。「まさか、その光、

《パールシード》の？！」とか。一人でイッちゃった
感じで興奮してますね。

【プーチン】：「そんなすごそうなものがこんな辺境
の村にあるわけない」（笑）

【マリーカ】：「一応、由緒正しい村ではあるんで
しょ？」

【ＧＭ】：《パールシード》とは、女神様の遺産とい
われる真珠みたいな珠で、何でもありの力を秘めて
るものです。

【マリーカ】：パールシードの説明が今更なされたぞ
（笑）。はじめてやる人にとって大事な説明なのに（笑）。
【ルクレチア】：でもって、こっからオープニングの
画面になるんですよね。

【マリーカ】：「そ、そんな伝説が……」っていった
ところで。
一同：笑

　別に《パールシード》というすごいアイテムが話題にのぼるま
で説明しなくてもいいかなーと思いますけれど。
　まぁ、タイトルの意味をあらかじめ語っておくのもありでしょ
う。私は実プレイに直接影響を与える概念でもないので、ここま
で説明しませんでした。

【プーチン】：ムービーシーンなのでスタートボタン
でスキップされちゃうんだぜ（笑）

【マリーカ】：初プレイの人がいるのでスキップでき
ないんですよ（笑）

【ＧＭ】：というわけで、何でも強力マジックアイテ
ムの素だそうです。

【プーチン】：一個で叶うドラゴンボール。
【マリーカ】：「何、勇者？」
【ルクレチア】：そっか、このタイミングで自己紹介
だよ（笑）

【ＧＭ】：「私、ケロ助」「あたし、ケロ子いいます」
というわけで、彼らは「また会うことがあったらお
手やらかによろしくケロ～」と川を下っていきます。

【ラズロック】：川？
【プーチン】：行こうとするところに「一つ訊く。人

間の顔は覚えられるか？」
【ＧＭ】：「我々はもう……、ケロケロ～」と手を振っ
て去って行く（笑）
【ルクレチア】：あっ、逃げた
【プーチン】：そうすると、あのう。「そっちが攻撃
したらぶっ殺すからな」
一同：笑
【ＧＭ】：えー、誰かが奥のほうで転んだような音が
します。
【マリーカ】：それじゃ、本格的に帰るか。「帰ればい
いんじゃないの？　この穴（Ｄ２）に行かない限り」
【プーチン】：ちなみにこの部屋（Ｅ６）の中には何
かあります？
【ＧＭ】：なんかあるよ。
【プーチン】：じゃ調べる。
【ルクレチア】：さっきの虫でしょ？
【マリーカ】：なんか他のものがあるっぽいです
【ＧＭ】：ん？　９、それはすごい。こんな感じの壺
が一個。土でできてますねー。
【マリーカ】：やばい土壺だ。
【ＧＭ】：中には軟膏が入っています。サイコロ１個
振ってケロ。
【プーチン】：１
【ＧＭ】：では１回分のカエルの軟膏が入ってた。こ
れを塗ると２Ｄ６回復する。エット、何が回復する
んだっけな……ってＨＰね。
【プーチン】：ＨＰ以外何が……。
【マリーカ】：年齢が、とか。
【ルクレチア】：若返るか年をとるかどっちだ（笑）
【マリーカ】：13 歳だから下手すると１歳になる（笑）
【プーチン】：１歳だから生きてるじゃん。
【マリーカ】：しかも精神年齢だけ退行。
【プーチン】：最悪だー
【ルクレチア】：最低だ～
【ＧＭ】：それは斬新だなぁ。
【プーチン】：いいな、それ。
【マリーカ】：今度出そうっと。『サタスペ』とかな
ら出してよさそうだよね。
【ルクレチア】：精神年齢退行するけれど、知識はそ
のまま。めんどくさそう。
【マリーカ】：年齢表振ってくださいっていわれて
振ったら、精神年齢それになったんで、って。
　って、こういう美味しい材料は次にとっておこう。

　……横浜のコンベンション「ほっぷ・こん！」の主催が新たな
ジャンル（精神退行もの）に目覚めました。近づく奴は要注意（笑）

●帰還
【ＧＭ】：洞窟を出て街に戻ると集落の人々が喜んで
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くれます。「新しい勇者たちだー」
【ラズロック】：クラッカー？
【プーチン】：クラッカーみたいなのがポンポンなる。
【ＧＭ】：お菓子のクラッカーがライスシャワーを撒
くような勢いでボンボンぶつけられます（笑）。
　で、ネーラレインさんが「領主様もお前たちの晴
れ姿を見たがってたんだが、城から急の書状が来
ちゃってねぇ」って。

【ルクレチア】：そのネーラさんにさっき食べた芋虫
をぱくって喰わせてみる。

【ＧＭ】：「うぉっ？！　甘い」
【ルクレチア】：うぉ～、あ・ま・い・ぞー（一昔以
上前のグルメ漫画登場の老人風）

【ＧＭ】：でもって、画面の端にぶつかりながら跳ね
回ります。

【ルクレチア】：「これを村起こしの材料に」
【マリーカ】：それはいいんだけど、領主が云々って
いってなかった？

【ＧＭ】：何のことやら？　今の甘さですっかり忘れ
てしまった。

【ルクレチア】：あれー、思い出せー。ゆさゆさ。
【マリーカ】：シナリオ進行上問題があるのでは？（笑）
【プーチン】：そういってると耳元でぼそっと「司教
に報告するよ」って。
一同：笑

【ＧＭ】：「えー、城から書状が届いてね。ま、その
内容に対応しているところ。それでお前らを祝いに
これず残念と」

【マリーカ】：「ま、私は関係ないわ。いや、祝いと
かいわれても」

【ＧＭ】：次の朝まで宴が集落中で行われます。
【プーチン】：ＨＰが回復と。
【ＧＭ】：新成人の口に酒がガンガン放り込まれます。
【プーチン】：その最中、洞窟のことを云々かんぬん
と報告。

【マリーカ】：その内容
【プーチン】：見届け人だからね。「こいつら横道行っ
ちゃって

【ＧＭ】：ネズミさんやヘイタイガエルのことも？
【プーチン】：ヘイタイガエルがいた。ネズミは「ほ
いっ」尻尾を渡す。

【ＧＭ】：「ドラゴン族の先兵が来ているとは」
【マリーカ】：「噂によればデーモン族も来てたみた
い」

【ＧＭ】：「デーモンまで来てたとは」
【マリーカ】：「壁にドスドス撃ち込んだけど、壊れ
なかったんだって」

【プーチン】：「カエルがパールシード云々って言っ

てたけど」
【ＧＭ】：「まずいなぁ」
【ルクレチア】：「ところで、美味しい虫があったよ～」
【マリーカ】：「もう知ってるわっ！」って言われそ
う（笑）

【ＧＭ】：それについてコメント返さず、ネーラレイ
ンはルクレチアの杯にワインを注ぎ込みました。
　といったところで、「伝承１：ネズミ退治」はお
しまいです。
　おつかれさまでした。

●成長
【ＧＭ】：とりあえず、一本目の冒険が終わったんで
レベルが２になります。
　性格あわないじゃん、というのが他人から指摘さ
れたら性格を変更することができます。
　あと、お祝いとして皆さんに金貨３枚ずつ渡され
ます。

【ルクレチア】：あ～、はじめてのお金だ～
【プーチン】：ちなみに金貨１枚で……
【ルクレチア】：城が買える？
【マリーカ】：リーダー〈格好つけ〉てました？　じゃ、
変えてみましょう

【ラズロック】：格好つけてなかったねぇ。
【マリーカ】：おや、ラズロックの様子が……
【ラズロック】：これはもう１回振って決めればいい
んですか？

【ＧＭ】：そうですね。
【マリーカ】：何に変わるかわからないそうです
【ＧＭ】：で、これがアイテム表です。これをみて物
価を感じてみて。

【ルクレチア】：たけー。
【マリーカ】：ちなみに、さっき武器は交換して来
ちゃったので売れないですよね。

【ＧＭ】：置いてきたんならそうだね
【プーチン】：まぁ、俺は「おっと」とやっちゃった
からね（笑）

【マリーカ】：あなたが落としたのはこの＋１のフレ
イルですか、それともふつうのフレイルですか？

【プーチン】：おおっと、どれかわからないからこれ
でいいやぁ。って。

【マリーカ】：実に〈意地汚い〉かと（笑）。
【ルクレチア】：古い短剣どうしよう？
【プーチン】：二刀流
【マリーカ】：ラズロックさん、何になりました？
【ラズロック】：〈ギャンブル好き〉。
【ルクレチア】：ギャンブルばっかり。ルクレチアさ
んに妙なことを教えられちゃった？（笑）
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【ラズロック】：〈クール〉で〈現実主義〉だけど〈ギャ
ンブル好き〉。うーんこれはこれで正しいか。
【ルクレチア】：〈臆病〉邪魔だなぁ。
【マリーカ】：よーし、それじゃ、〈臆病〉じゃなかっ
たように見えるんですけどぉ（棒台詞）。ひどいお
手盛りだ。

【プーチン】：〈臆病〉ってわけでもなさそうだなぁ。
【ラズロック】：むしろ慎重？
【マリーカ】：じゃ、〈臆病〉変えてみませんか？　お
や、ルクレチアの様子が……。

【プーチン】：〈血に飢えた〉とか？
【マリーカ】：そんな性格ありましたっけ？（笑）
【プーチン】：なかったような。
【マリーカ】：あれですね、ピンゾロだと両方●が赤
いから〈血に飢えた〉にとか。（１の目が赤い●とい
うサイコロはスタンダートですよね）

【プーチン】：１ゾロだと〈勇敢〉だね
【ルクレチア】：１の５と……〈乱暴〉だって。〈ギャ
ンブル好き〉だけど〈乱暴〉、〈思慮深い〉けど〈乱暴〉。
【プーチン】：それ〈思慮深い〉？　ここをこうすれ
ば……じゃっと。

【マリーカ】：破壊効率がいいな、とか。
【ＧＭ】：性格変わったら、ＰＣリストのほうも書き
換えておいて～。あとＨＰもあがったので、書き写
しよろしく～。

【プーチン】：倍になるな～
【マリーカ】：だいたいそうですね。
【プーチン】：なんか今回の俺たちの報酬少ないです
ね。〈シナリオのＬＶ× 10 枚〉って。

【ルクレチア】：あれ？　そんなこと書いてあった？
【プーチン】：ルールブック 32 頁に。
【ＧＭ】：＋１の武器を２つ出してるからその相場以
上出してますよ（苦笑）

【マリーカ】：ＧＭが「聞こえんな～」といえば、そ
れでおしまいですし（笑）

【ルクレチア】：ん～聞こえんな～。
【ＧＭ】：去年 (2010) の文華祭で、藤浪さんが「３
枚くらいが相場だよ」といってたのに（苦笑）。久々
に遊んでルールを忘れ気味だったそうですけれど。
一同：笑

【マリーカ】：デザイナーとかマゾな人多いですから
【ラズロック】：＋２ソードとかは 100 金貨ないとい
けないくらいですし。

【マリーカ】：自分も結構そういう病気なんですが（苦
笑）。ままならないところでがんばるのが楽しいな
あって。

【ルクレチア】：前回のキャンペーンは素敵だったよ
ね。勇者の剣。（ルール本体に含まれていたキャン

ペーンシナリオ）
【マリーカ】：なぜかシナリオアイテムと、ランダムっ
ぽく出てきたアイテムが……。どっちに行かれても
大丈夫なように準備しておいたって（笑）
【ＧＭ】：だって、呪いの武器の呪いを解くなんて想
定してないよん
【ルクレチア】：だって、倒しやすい敵が無限に沸
くところがあってさ。ここで６ゾロ出して呪いを解
け、って感じの場所があってねー。

【ＧＭ】：はい、新しいダンジョンシート～。
【露茶】：って、僕のところに４枚も重なっていても
だめじゃん。
【ジャック】：一人で４枚書けというのか（笑）
【Rion】：書き終わったらみんなに渡すの。
【たいぺい】：それだ！
【露茶】：ほんとにこのゲームいいと思うんですよね
【たいぺい】：うん
【露茶】：サイコロ振ったら、その結果を読み上げれ
ばいいので。ＨＰしかリソースないので、ＭＰの心
配とかないし。ないときはほんとになにもないとい
うことで。
【たいぺい】：まあ、全部表でね、レベルが低いとき
ふつうの判定に成功してくれればね。
【露茶】：そのへんはＧＭがさっきいったとおり、ゲ
タを履かせれば。盗賊だったらできるとか。これも
結構わかりやすいし、『まよキン』をもうちょっと
こういう位置まで置き換えて、オブジェクト化した
ような。あれはちょっと自分でどういうオブジェク
トか言わなきゃいけないのが、これだとどこになに
がという（＝右上などマス内の指示語があらかじめ
決まっている）。
　で結局、マリーカさんはこんな人になりました（イ
ラストを見せてる）。ってか、この人、剣を半分抜
いてるから怖い。
【たいぺい】：常に親指斬ってるの！？
【露茶】：いつでも斬れるように。
【たいぺい】：それふつう、貴族に会うときにやった
ら手打ちにされるよね。
【ジャック】：セッション前に『シリアス』と３回唱
えるとか。
【露茶】：そういう人ほど結局できないんですよね。
【たいぺい】：それギャグだよね

　トイレ休憩しつつ、パールシードの素晴らしさ、蒼天の拳のバ
カについてなどを語りつつ、お代わりのケーキを食べて、いよい
よ伝承２へ。

『霊薬は千兵を越えた』へ続く ...
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